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千
江
田
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佐
貫
の
三
箇
村

が
め
て
た
＜
合
併
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名
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明
和
村
と
改
め
新
ら
し
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作
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窯
足
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ご
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・
育
と
い
わ
ず
、
あ
ら
ゆ
る
点

地
域
社
会
の
実
情
に
＿
校
教
育
と
い
わ
ず
、
社
会
教

即
し
た
新
教
育
を
誌
芦
閂
げ
謬
頂

赦
育
長
早
川
水
門
何
分
の
御
協
力
と
御
闊
撻
と

を
切
に
御
願
い
致
し
ま
す
。

i
私
と
し
ま
し
て
冷
教
育
に
つ

こ
の
度
、
明
和
村
教
育
委
一
教
育
委
員
の
方
々
は
何
れ
も

い
て
多
少
の
夢
は
持
つ
て
居

員
会
の
御
推
せ
ん
に
よ
り
ま
立
派
な
方
ば
か
り
で
あ
り
、
一

り
ま
す
が
、
財
政
佑
な
導
付

し
て
、
教
育
畏
の
重
賓
を
に
＿
事
務
局
職
員
も
鉗
秀
な
方
々

げ
が
な
け
れ
ば
、
こ
れ
が
実

な
う
U
と
に
な
り
ま
し
た
。
ー
な
の
で
そ
の
点
大
へ
ん
に
恵

現
は
不
可
廂
で
あ
り
ま
す
。

老
齢
旦
つ
無
骨
老
の
私
の
こ
ま
れ
て
居
り
ま
す
の
で
意
を

明
和
村
も
発
足
勿
々
の
こ
と

と
故
、
大
ぎ
く
な
っ
た
明
和
強
う
し
て
居
る
次
第
で
あ
り故

、
仲
々
容
易
で
は
な
い
と

村
の
教
脅
行
政
全
設
に
わ
た
ま
す
。

考
え
て
居
h
’ま
す
が
、
百
年

つ
て
果
し
て
職
責
を
全
う
し
新
時
代
の
数
育
は
、
あ
くの

大
計
樹
立
の
た
め
、
村
民

得
る
や
否
や
芥
だ
、
り
許
な
い
ま
で
各
地
域
社
会
の
実
惰
に各

位
の
絶
大
な
る
御
院
力
を
一

次
第
で
あ
り
ま
す
が
、
村
民
即
し
、
村
民
の
要
麒
に
応
じ一

霊
ね
て
お
願
い
し
て
御
挨
拶

各
位
の
絶
大
な
る
御
同
情
と
つ
4

、
教
育
基
本
法
第
一
条

と
致
し
ま
す
。
―

御
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
て
に
示
さ
れ
た
5

が
有
目
的
の
逹
＿

な
村
数
育
振
判
の
た
め
に
出
成
に
向
つ
て
自
主
的
目
つ
民
―

至
讐
限
り
努
力
し
た
い
と
＊
的
に
行
わ
れ
な
け
れ
ぽ
な
一

_
1
'
’

考
え
て
居
り
ま
す
。
幸
に
も

l

り
ま
芋
ん
の
で
、
今
後
、
学
[

↑

|
1
1

一
町
｛
和
村
教
育
委
員
会
発
足

I
I
十
日

|
-
9

第
一
回
臨
時
会

臼
一
翌
月
末
日
一
―
―
―
-
月

-
R明
和
村
の
信
一
ケ
年
と
な

h
！
し
たc

次
に
早
川
水
門
（
祁
育
も
一

汀
詞
敏
夫
（
書
記
）

•
一
と
同
時
に
、
わ
が
教
育
委
戸
議
会
選
出
の
委
且
は
一
二
月
一
一
総
認
ぶ
＇

な
お
税
以
外
の
組
合
費
の
納
期
は
次
の
会
ホ
成
立
し
笠
弟
星
を
カ
一
日
の
睾
会
て
次
の
通
り
罰
出
―
学

5
数
含
係
一

一
強
く
跨
み
出
し
ま
し
た
。
一
さ
れ
ま
し
た
。
一
江
頁
披
夫
（
書
記
い

l

通
り
て
す
。
一
委
負
は
町
村
合
併
位
淮
法
―

m

部
玄
塁
（
旧
侶
島
）
計
会
教
育
採
一

第
九
条
の
二
の
踏
用
に
よ
っ

0
-
=月
-
R
午
后
六
時
布
分
活
野
和
戻
書
記
）

村
「
口
尉
ー
ー
虞
ー
分
冒
＿
納
期
限
て
、
旧
一
―
―
ヶ
村
の
公
詈
ょ
か
ら
第
一
回
の
臨
時
会
を
開
兼
椅
苗
、

一
ー
ー
'
9
,
1
,

、

1
1
い
，
I

i
,
1
1
|
'
1
ー
る
委
員
の
中
か
ら
互
選
の
結
き
、
次
の
布
項
を
決
定
し
ま
沼
合
良
江
玩
記
補
）

一
邑
楽
水
害
予
防
組
合
費
―
-
〒
月
＝
千
日
果
攻
の
四
名
が
新
ら
し
い
委
し
た
．

C
事
務
同
1

手
一
員
と
な
り
ま
し
た
。
1
委
民
の
翌
、
＿
東
側
で
す
。

廿

仝
ー
ニ
九
月
＝
手
日
一
野
本
竹
蔵
（
旧
千
汀
田
）
2
委
員
亨
、
同
委
員
長

明
―
―
利
根
加
用
水
祖
戸
費
全
一
一
六
月
―

-
1日
一
履
い
原
臼
豆
臼
I
B
栂
島

□
日
の
任
命
r

一
駒
宮
竺
―
（
旧
佐
貰)
-
4

委
員
会
規
則
の
制
定

腐
詈
の
任
期
は
三
ケ
村
一
〇
事
務
局
の
職
員
及
び
構
成

l
の
協
議
に
よ
り
昭
和
―
―
-
+
―
一
は
次
の
涌
り
で
す
。

一
年
ニ
J
l
ニ
ト
ヘ
日
ま
で
の
一
ー
事
務
局
長

昭
和
―l
一
十
年
度
明
和
村
固
定
資
産
評
債
基
準
は
賦
課
期
日
が
一
月
一
日
て
、

定
か
二
月
末
日
の
た
め
本
年
度
に
限
り
旧
村
別
に
基
準
か
異
り
ま
す
。

そ
の
基
準
は
次
の
通
り
て
す
。

税；村（県）民固室資産税；
自転車国民健

康保険
府車税税基

準
に
よ
つ
て
算
定
さ
れ
た
評
債
格
の
合
計
額
に
到
し
て
税
額
は
百
分
の
一
、
四
て

あ
り
ま
す
。
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乖の 1 の面の
じ何限積価
拉りに格
た沢で呉決
ぶ定I な動定
、数いがと
そ字 ゜あ同

，のに る様
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食認言盃以 ⑧ ①⑥ ⑥ ④ ｀⑤ ② ①眉塁明三オ
り長暫り誤上算合予昭一員固つ渡の固設固員固渠月和月二
即職定可さ八の併算和時会定い船設民定民会守さ二村二回
日務予決れ件認促 二借委賽て越定健 健条資れ十第
閉執算‘全の定進十入員甑立康康例産 万＿て十臨
会行三続議議 協九金の評麒保保の評 日回五·時
し者件い案案 議年に選価負除険設1而 西臨日

だ姦店品乞旦 怠需言任塁：こ腐定塁 貪菜開村
告い月原い決正て委に例の委館会会会
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期
別

紐
月

1
、
各
目
別
に
侶
と
あ
る
の
は
、
旧
貨
貸
価
格
の
倍
数
を
い
ら
。

2
、
各
地
目

(
1
8千
汀
田
の
田
畑
）
に
円
と
あ
る
の
ば
許
点
一
点
当
り
の
価
格
を
い
ら
。

納

末
日 期

限

昭
和
三
十
年
度
の
明
和
村
税
條
例
に
よ

る
各
税
目
別
納
期
限
は
次
の
通
I
J
て
す

l

l
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野
木
村
安
次
、
梁
瀬
朝
一

牛
久
保
正
市
、
俗
見
利
一

原
口
順
一
、
百
崎
博
作
、

柿
沼
幸
一
、
多
田
栄
作
、

高
沢
長
之
助
、
篠
木
常
雄

新
井
郷
市
、
命
子
広
蔽
、

渡
辺
貰
一
、
作
水
直
一
郎

久
保
庭
栄
一
郎
、
奈
艮
降

二
、
醗
田
市
司
、
松
本
春

雄
、
中
村
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す
。

和

つ
い
て
は
、
教
姿
法
第
茸
十
i
税
金
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
一
仔
促
状
を
発
せ
ら
れ
ま
す

昭

四
条
の
一
二
に
よ
り
村
長
に
委
←
月
の
税
金
を
そ
の
末
日
ま
で
一
と
、
延
滞
金
や
延
滸
加
算
金
．

任
す
る
こ
と
と
し
た
。
村
財
一
に
納
入
し
な
い
場
合
に
於
き
ー
な
と
、
余
計
に
徹
収
さ
れ
る
一

政
の
現
状
に
お
い
て
は
、
容
ー
ま
し
て
は
、
村
税
条
例
に
よ
こ
と
に
な
り
、
滸
納
処
分
の
ー
佐
貫
小
へ
小
烏
舎
一
団
水
式
＂
を
寄
附
さ
れ
た
。

易
な
ら
ぬ
大
学
業
で
あ
る
が
り
咎
促
状
を
発
す
る
こ
と
に
―
前
捉
と
な
る
わ
け
で
あ
り
ま
一
大
字
矢
昆
奈
良
原
認
―
i
郎
一
之
を
き
い
た
村
芯
“
隋
仁
一

）
村
民
各
位
の
熱
意
に
よ
っ
で
な
り
ま
す
e

．
す
。
―
氏
（
前
狡
育
妾
負
）
は
閲
祐
の
一
郎
氏
が
セ
キ
セ
イ
ィ
ン
，
一
―

之
が
完
成
を
期
し
て
い
た
だ
一
こ
の
点
は
あ
ら
か
じ
め
御
＿
鉛
月
の
税
牧
そ
の
他
に
よ
こ
悶
謡
言
に
一
役
質
つ
て
、
一
悉
を
岱
加
さ
れ
た
。
こ
こ
に

3
 

（
き
た
い
。
一
了
承
下
さ
る
よ
う
お
願
い
竺
っ
て
認
理
を
行
っ
て
い
る
役
一
芙
し
い
令
網
張
の
小
臼
舎
（
記
し
て
感
印
翌
屈
を
干
す
る

写冥説明五月十六日
大字江日の新井義造さ

んの田植状況

午
后

ヽ

｣ 



`‘ 

ー
~
に
た
る
。
こ
の
辺
に
子
ど
も

青
年
級
の
開
設
に
つ
い
て
結
果
よ
り
も
過
程
を
の
不
良
化
の
速
因
が
ひ
そ
ん

で
居
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
。
何
と
い
つ
て
も
貴

多
く
の
親
た
ち
は
、
結
果
十
分
反
省
の
機
会
を
与
え
、

一
い
の
は
動
機
で
あ
り
、
過
程

昭
和
一
＝
＋
‘
年
度
の
青
年
学
一
ヽ
働
く
こ
と
は
容
易
な
こ
と
だ
け
を
見
て
ほ
め
た
り
叱
つ
悪
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
自

で
あ
る
。
そ
の
動
機
や
過
程

級
は
、
中
学
校
の
遥
学
区
域
一
で
は
な
い
。
学
習
意
欲
の
旺
た
り
す
る
。
親
た
ち
は
そ
れ
ら
さ
と
ら
せ
る
こ
と
に
よ
っ

に
お
い
て
人
間
形
成
の
上
に

を
単
位
と
し
て
各
中
学
校
を
一
盛
な
こ
れ
等
の
勤
労
青
年
を
一
で
満
足
す
る
か
も
知
れ
た
い
て
、
あ
や
ま
ち
を
繰
り
返
さ

価
値
的
な
も
の
が
あ
っ
た
ら
｝

実
施
磯
因
と
し
て
、
去
る
戸
し
て
心
行
く
ま
で
勉
強
さ
せ
一
が
、
高
足
で
き
な
い
の
は
子
ぬ
よ
う
に
指
導
す
る
こ
と
が

そ
れ
を
十
分
に
認
め
て
や
っ

L

月
九
日
一
斉
に
開
講
式
を
挙
一
彼
等
の
研
究
を
助
長
し
て
ゃ
ど
も
た
ち
で
あ
る
。
器
物
を
大
切
で
あ
る
。
こ
わ
い
顔
で

て
、
子
ど
も
た
ち
の
自
ら
伸
i

行
し
、
力
強
い
足
取
り
を
以
ー
る
こ
と
は
、
新
し
い
村
造
り
こ
わ
し
た
と
い
う
結
果
だ
け
叱
る
よ
り
も
、
や
さ
し
い
笑

び
よ
う
と
す
る
心
の
若
芽
を

了
出
発
し
た
。
一
の
上
か
ら
み
て
極
め
て
価
価
を
見
て
、
直
ち
に
悪
い
と
断
額
で
さ
と
し
て
や
る
方
が
どい

た
め
ぬ
様
に
守
り
育
て
て

生
徒
数
は
、
千
江
田
青
年
一
的
な
仕
事
と
考
え
る
。
．
ず
る
こ
と
は
早
計
で
あ
る
。
ん
な
に
効
果
酌
だ
か
わ
か
ら

や
る
こ
と
が
親
と
し
て
の
大

第
学
級
が
男
二
九
、
女
―
―
一
六
計
父
兄
の
方
K
に
お
か
れ
て
一
「
コ
ラ
ッ
」
と
叱
る
前
に
、
な
い
。
兄
弟
げ
ん
か
を
し
た

六
五
、
相
島
宵
年
学
級
が
男
一
も
宵
年
学
級
の
趣
旨
を
御
諒
そ
の
動
機
や
過
程
に
つ
い
て
か
ら
と
い
っ
て
、
ゃ
た
ら
に

四
一
女
一
子
八
計
七
九
、
佐
貰
嘉
の
上
、
深
い
理
解
と
同
情
＿
一
応
え
て
み
る
必
要
が
あ
叱
り
つ
と
ば
し
て
も
、
決
し
切
な
っ
と
め
で
は
な
か
ろ
う

か
。
わ
が
子
を
よ
く
し
た
い
＇

青
和
学
級
が
男
三
八
、
女
四
一
と
を
以
て
学
級
生
の
出
席
を
一
る
。
叱
る
ど
こ
ろ
か
、
か
え
て
子
ど
も
た
ち
は
よ
く
け
た

0
計
七
八
、
合
計
一
〇
八
、
＿
督
励
し
、
そ
の
学
壱
に
対
し
＿
つ
て
ほ
め
て
や
ら
な
く
て
は
ら
た
い
。
う
つ
か
り
す
る
る
く
と
思
い
た
が
ら
、
悪
く

一
色
―
四
計
一
三
二
と
な
っ
ー
出
来
得
る
限
り
御
便
宜
を
与
一
な
ら
な
い
楊
合
も
あ
り
得
と
、
親
の
愛
憫
の
不
平
等
を

C吋
幻
町5恥
い
麟
項
5
]

て
い
る
。
え
ら
れ
る
よ
う
お
願
い
す
る
一
る
。
も
し
叱
る
必
要
が
あ
る
感
じ
た
り
、
親
に
対
す
る
不
と
思
い
敢
て
一
言
を
呈
す
一

働
き
っ
ヽ
学
び
学
び
、
つ
次
第
で
あ
る
。
一
場
合
で
も
、
子
ど
も
た
ち
に
平
不
満
を
持
っ
た
り
す
る
様
る
。
（
教
育
長
早
川
水
門
）

ー
、

l
o明
和
村
P
T
A
連
絡
協
議
選
暴
成
績
優
艮
に
て
御
無
理
と
は
思
い
ま
す
が
、

移
動
圃
書
館
の
巡
回
に
一
会
縣
選
管
よ
り
表
彰
こ
と
生
命
、
財
産
を
保
雙
'
f

ヽ
一
会
長
蓮
見
一
雄
村
長
邁
、
県
議
選
じ
於
て
べ
き
重
責
な
負
ふ
水
害
予
防

つ
ン
J
―
副
会
長
尾
花
岡
夫
、
藤
投
票
の
成
紐
が
偶
良
に
つ
き
組
合
会
議
負
の
選
挙
権
故
一

報
県
立
移
動
図
書
館
の
巡
回
．
場
で
お
開
き
下
さ
い
。
＿
野
酪
県
選
挙
管
理
委
負
長
よ
り
表
寸
の
時
間
を
さ
い
て
是
非
投

し
て
来
て
い
る
こ
と
は
す
で
一
ー
—
ー
会
鯰
数
一
、
五
六
七
名
彰
を
受
け
た

0

票
を
お
願
い
し
ま
す
。

に
村
の
み
な
さ
ん
御
存
じ
の
◎
社
会
教
育
関
係
団
体
の
昭
i
ー

'
,
1
|
!
_
|

こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
明
和
和
一
＝
十
年
度
役
員
は
左
の
―
こ
れ
は
村
民
各
位
の
選
挙
赤
痢
猛
威
を
奮
う

廣
村
運
営
委
員
会
も
発
足
し
ま
涯
り
で
あ
り
ま
す
。

.. 

｀
に
対
す
る
認
識
の
深
い
賜
も
ご
承
知
の
様
に
、
沼
田
市

＇
の
で
犀
く
御
礼
申
上
ま
す
。

し
た
の
で
、
関
覧
希
窒
の
再
0
明
和
村
育
年
団
協
議
会
―
、

1ー
ー|
l
1
ー
ー
に
、
隼
団
赤
荊
が
弄
生
し
猛

登
録
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
会
長
坂
上
義
嬰
梅
）

5
-

◎
病
害
虫
防
除
威
を
奪
つ
て
居
り
ま
す
が
、

村
し
た
。
一
副
会
長
新
井
徳
一
郎
、
清
一
｀
，
＇
、
警
艮
の
師
、
健
康
t
r
種
子
こ
れ
か
ら
伝
染
病
の
季
節
に

o
o
o覧
希
望
者
登
録
は
各
麒
水
光
江

l
.
9

．
を
採
つ
て
皆
さ
ん
は
食
粋
の
入
り
杢
す
。
[

車
場
に
申
出
、
申
請
す
れ
ば
会
員
数
男
二
六
三
、
女
二
4
‘
増
産
を
計
つ
て
貰
う
た
め
、
村
民
の
皆
さ
ん
、
伝
染
病
―

＂
登
録
す
る
こ
と
が
出
来
、
閲
ー
ニ
ニ
、
計
四
八
完
名
—

T
「
~
,
r
r
l
.
く
，
田
島
の
奈
良
嘉
夫
さ
ん
の
大
予
防
に
注
意
致
し
ま
し
よ
う

手

喜
の
交
付
を
受
け
巡
回
の
＿
〇
明
和
村
婦
人
会
運
絡
塙
議
i
ゞ
安
採
穐
岡
の
、
病
宇
虫
防
除
1
暴
飲
暴
貧
を
似
し
み
、
健

際
図
書
の
借
受
が
出
来
ま
ず
一
会
』
（
，
ぷ

9〖
〖
•
万
~
に
余
念
の
な
い
有
様
で
す

0

康
に
窒
意
す
る
こ
と

こ
れ
か
ら
水
稲
の
病
忠
虫

明
。
駐
車
場
は
明
和
村
役
場
、
会
長
武
田
と
よ

5

防
除
が
始
め
ら
れ
ま
す
が
、
2
ハ
ェ
の
駆
除
を
完
全
に
行

千
江
田
炭
協
、
佐
賞
晨
協
の5
"国
会
長
青
木
光
子
、
多
田
｀
）
二
，
＜
被
害
の
な
い
う
ち
に
、
骰
も
う
こ
と

夏
所
で
す

0

と
み
＿
，
疇
麟
ぎ
内
に
防
ぎ
ま
し
よ
う
。
3
食
前
の
手
洗
を
励
行
す
る

0
詐
糾
に
つ
い
て
は
各
ザ
車
会
員
数
一
、
二
0

二
名
（
産
業
課
）
こ
と

,
i
,
'
1
|
|
|
_
·
4
井
戸
水
の
浩
毒
等
一

―
つ
て
は
、
出
水
期
が
今
か
ら
―
-
i
ー
一
塁
郡
水
害
伝
染
病
を
寄
せ
つ
す
な
い

水
防
団
員
の
訴
へ
思
は
れ
ま
す
。
―
泰
予
防
組
合
会
議
様
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

出
水
期
に
吾
K
水
防
鷹
一
日
選
員
の
選
挙
が
、
ー

A
Vり
A
lり
A
vり

木
村
丈
英
が
、
命
を
的
に
し
て
水
防
に
一
員
来
る
六
月
―

-
+
x
編
集
室

X

＿
明
和
村
の
火
災
、
水
防
の
な
い
の
て
あ
り
ま
す
。
汀
[
[
パ
臼
竺
ー
鑓
←

0
や
は
れ
ま
明
和
村
広
報
も
、
よ
う
や

第
一
線
に
立
ち
、
そ
の
防
備
昔
か
ら
「
も
ぐ
ら
」
の
穴
＇
、
第
二
号
と
な
り
守
し
た
。

に
万
全
を
期
し
。
以
て
明
和
か
ら
堤
防
が
決
壊
さ
れ
た
実
て
居
る
の
で
は
、
水
防
の
万

2

合
こ
の
選
年
は
一
本
号
は
寄
稿
多
く
｀
部
割

村
民
の
辛
揺
の
為
に
我
々
五
例
は
非
常
に
多
い
の
で
す
。
｀
る
半
は

W

凍
ま
せ
一
一
月
詞
戸
贔
ロ
ニ
且
。
い
た
富
を
お
詫
び

予
地
区
一
名
、
旧
i

言
名
の
水
防
団
呉
に
課
せ
今
日
只
今
明
和
村
の
、
特
に

日
い
げ
拉0は
霞
且
つ
ど
で
口
汀
認
詞
麟
麟
五
謬

□戸
叩
[
―
-
6守
一
贋
地
啓
一
名
一
寄
巳
仁
立
謬
門
t
L

ニ
明
和
村
は
御
承
知
の
遥
り
警
し
て
届
り
ま
す
。
建
設
の
為
に
、
明
日
と
言
は
二

□
コ
謡
□
一
申
卜
吏
＇
。

り
主
す
。
―

6
利
根
川
、
谷
田
川
に
囲
ま
れ
一
頭
の
牛
で
も
「
も
ぐ
ら
ず
に
、
只
今
か
ら
堤
防
に
は
一
ー
ー
＇

竺
ぞ
居
り
、
そ
の
堤
防
の
全
長
」
数
白
匹
分
の
い
た
ず
ら
を
醗
対
に
牛
や
山
羊
を
繋
留
し
一
有
杯
者
の
資
格
は
、
年
令

言
日
且
致
ぃ
臼
が
血
と
汀
の
結
な
い
]
t
l
t
l

l
k
[
に
際
し
ま
[
-
]
員
且

―
―
を
誤
る
五
―
―
―
五
名
の
水
防
団
晶
で
あ
る
、
呼
い
税
令
で
堤
し
て
、
元

□
水
防
団
員
が
、
＿
有
し
、
組
合
賀
を
納
め
て
居

一
員
の
責
任
こ
そ
全
く
身
命
を
防
を
修
理
致
し
ま
し
て
も
、
立
派
に
責
任
を
果
す
事
に
、
一
る
者
で
す
。

枠
げ
て
水
防
に
当
ら
な
け
れ
毎
日
数
十
頭
の
牛
が
堤
防
で
是
非
共
御
協
力
を
切
に
御
願
景
整
に
て
猫
の
手
も
借
り

戸
f
U
房
全
の
防
備
は
出
来
茅
）
を
切
り
、
穴
を
掘
つ
て
居
い
致
し
ま
す
。
一
一
た
い
時
期
に
、
こ
の
選
挙
蚊

-

{
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梅
島
中
学
校
含
噌
築
決
定

土
費
約
二
五

0

万
円
―
―
〖
『
[
]
戸
い
戸
[
"
三
戸
五
豆
認
汀
昇

出
が
続
々
提
出
さ
れ
、
第
一
と
を
七
月
の
定
例
議
会
で
決

堅
（
旧
千
汀
田
＞
定
負
九
名
の
一
定
、
八
月
三
日
久
保
庭
産
莱

梅
島
中
学
校
舎
増
築
に
つ
い
て
は
、
合
併
委
員
会
に
於
て
建
設
計
画
に
も
織
込
ま
れ
て

居
っ
た
問
題
で
、
予
算
の
面
、
規
模
の
点
等
よ
り
、
村
会
に
於
て
も
、
討
議
が
重
ね
ら
れ
一

て
居
っ
た
が
、
よ
う
や
く
七
月
の
村
会
を
通
過
し
、
村
の
教
育
委
員
会
の
要
望
も
入
れ
ら
処
十
名
、
第
二
宮
（
旧
梅
島
）
一
と
村
と
の
売
買
保
存
登
記
完

れ
て
、
愈
・
ベ
そ
の
概
要
も
明
ら
か
と
な
り
、
賭
エ
え
の
一
歩
前
進
し
た
わ
け
で
、
そ
の
規
定
員
八
名
の
処
十
名
、
第
一
―
-
i
了
。
然
し
新
庁
舎
が
完
成
す

模
は
大
体
次
の
通
り
に
て
、
現
在
の
梅
島
中
学
校
舎
の
東
え
建
築
す
る
。
一
区

G
旧
佐
貰
）
定
員
九
名
の
処
一
る
の
は
未
だ
先
の
こ
と
と
な

一
十
四
名
の
立
候
補
あ
り
、
各
ろ
う
。
（
船
務
課
）

一
候
補
者
と
も
そ
れ
ぞ
れ
合
併
・

然
し
財
源
に
つ
い
て
は
、
相
当
困
難
に
て
、
一
応
借
入
金
を
予
定
さ
れ
て
い
る
。一

の
趣
旨
を
た
い
し
、
新
村
と

ッ
．
一
し
て
、
大
き
な
希
望
と
、
抱
無
投
票
に
て

J
r
l

止

|
|
|
|
]
`
1
1
ー
一
―
ー
ロ
ロ
j
L

a広
五
紅
農
業
委
員
決
定

9i
`
'
台
吋
裂
宝
t
i
-
~
•
二
十
六
名
が
当
選
の
栄
を
獲
去
る
七
月
二
十
九
日
農
業

得
し
た
。
委
員
選
挙
か
行
は
れ
た
が
、

含
ム

4
年
一
一
第
一
塁
区
十
五
名
の
定
員
に
対
し
、
立

ぐ
．
―
f
r
ぷ

4
-
―
二
四

0
票
五
八
候
補
者
十
五
名
に
て
、
選
挙

交
．

9
-

深
田
山
ー
ニ
ー

0
票
鰐
誓
這
止
会
の
結
果
左
の
者
が
当
選
と

室
{
-
九
七
票
荒
川
一
郎
決
定
し
た
。

学
↑
了
一
伍
一
、
ヽ
‘
ヽ
＇
ペ
1
7し
，
＇
こ
一
一
―
九
二
寡
篠
原
需
市
島
田
卯
＝
＝
八
新
井
螂
市

ー
：
塁
貫
―
九
一
票
酒
井
孝
鈴
木
孝
太
郎
篠
木
直
一
郎

中
‘
―̀
k
k
,
“
_
-

二
＾
—
-
七
八
票
梁
瀕
朝
一

．
一
七
―
―
一
票
四
二
二
十
里
揺
次
郎
高
沢
長
之

5
炉

1

一
度
靡
下
＿
知
竺
ヘ
―
七
0票
翡
攣
[
[
日
一
耳
訂

面
，
ロ
ー
ぼ
ぽ
t
-
―
ゲ
・
一
一
次
竺
戸
｀
一
ず
穏
一
ー
田
村
仙
重
原
口
順
一

芯
所
一
下
一
元
げ
'
/
i
第
二
選
挙
区
坂
上
義
兵
石
埼
博
作

弓
一
九
五
票
吉
永
幸
四
郎
多
田
栄
作
．

主
一
九
四
票
六
庁
義
兵
尚
近
日
中
に
、
村
長
選
任

一
七
0
票
―
―
―
八
の
、
選
任
委
員
五
名
決
定
の

袈
堀
口
節
上
会
長
等
選
定
せ
ら
れ
る
。

:
(
j
ク
じ
'
-
六
二
票
小
松
原
誠
司
ー

3

夕
：
？
：
C
J
j
/
五
品
畔
鴨
豆
駐
在
員
制
を

臼
[
]
／
ダ
／
ニ
ー
[
[
一
＿
汀
瑾
口
甘

十
六
名
、
同
代
浬
者
も
十
六

点
―
―
一
七
票
瓢
田
市
司

2
/

―
―
ー
選
挙
区

名
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
駐

一
九
一
票
石
崎
仁
一
郎

主
六
4
下
下
吋
[
-
五
七
票
竹
越
啓
一
郎
在
員
の
呼
び
名
も
実
際
に
そ

笈
菜
ー
五
一
票
口
秀
嘉
わ
な
い
点
も
あ
り
、
住
民
と

祐
'
-
四
八
祭
山
田
福
太
郎
駐
在
負
と
の
間
も
何
か
し
つ

ー
百
け
一
員
霜
謡
く
り
し
な
い
点

•
Bあり
、
何

青
丼
‘
竺
責
二
言
票
荒
川
続
か
に
つ
け
て
不
便
を
感
じ
て

一
翼
｛
霜
霰
塁
。

点
ー
ニ
ニ
票
野
否
浅
一
郎
そ
こ
で
今
度
駐
在
員
制
度

を
廃
し
区
長
制
に
切
り
替
え

◇
木
造
瓦
芭
平
屋
建
◇
梁
間
五
間
＿
地
九
七
五
坪
購
入
＿
る
こ
と
と
し
、
八
月
一
日
附

二
五
勺
、
普
通
教
室
一
一
室
明
和
村
で
は
役
場
腹
地
と
で
各
区
長
及
び
区
長
代
迎
者

発行所

鑓集人
発行人

明和村役場

和田哭
奈良庄次郎

一
一
明
和
村
新
議
員
決
定

0~ 



今
年
か
ら
米
の
集
荷
制
度
―
渡
申
込
書
）
を
提
出
し
ま

琥
が
予
約
制
に
改
め
ら
れ
ま
し
す
。
申
込
の
時
期
は
八
月
中

た
。
こ
の
制
度
は
皆
さ
ん
の
旬
頃
ま
で
の
予
定
で
あ
り
ま

3

御
理
解
と
御
協
力
が
な
け
れ
す
か
ら
、
牧
穫
見
込
景
は
一

ぽ
必
要
な
米
を
集
め
る
こ
と
一
応
普
涌
作
に
ゆ
く
も
の
と
予

笞
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
こ
の
制
想
し
て
、
そ
れ
か
ら
保
有
米

度
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
一
を
差
引
い
て
売
渡
し
数
量
と

致
し
ま
す
。
．
＿
す
る
訳
で
あ
り
ま
す0
秋
に

1

事
前
売
渡
申
込
制
と
は
ー
な
っ
て
実
牧
高
が
申
込
ん
だ

一
時
の
予
想
数
量
よ
り
著
し
く

滅
っ
た
場
合
は
、
承
認
を
受

今
ま
で
の
米
の
供
出
は
市

す
て
補
正
す
る
こ
と
が
で
き

町
村
長
が
皆
さ
ん
へ
そ
の
数

ま
す
。

量
を
天
降
り
的
に
割
当
し
た

の
で
す
が
、
こ
ん
ど
の
制
度

で
は
皆
さ
ん
自
身
が
売
渡
し

3

事
前
売
渡
し
申
込
の
利
点

数
誠
を
き
め
る
こ
と
に
な
り
①
期
限
ま
で
に
売
渡
し
申
込

ま
し
た
。
皆
さ
ん
が
そ
の
数
を
し
た
生
産
者
に
は
、
一
俵

量
を
決
め
る
場
合
、
今
年
の
に
つ
き
八0
0
円
の
前
渡
金

生
産
見
込
量
か
ら
必
要
な
保
が
す
ぐ
支
払
わ
れ
ま
す
。
こ

報
有
米
を
差
引
い
て
申
込
む
こ
の
前
渡
金
は
無
利
子
で
す
。

と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
②
事
前
に
売
渡
し
の
申
込
を

に
皆
さ
ん
自
身
が
き
め
て
申
し
た
農
家
に
対
し
、
従
来
の

廣
込
む
の
で
す
が
、
食
管
法
に
羞
税
分
に
加
え
て
石
当
り
百

ょ
っ
て
今
ま
で
通
り
米
の
ャ
円
に
相
当
す
る
程
度
の
滅
税

ミ
ウ
リ
は
禁
止
さ
れ
て
お
り
が
行
わ
れ
ま
す
。
即
ち
所
得

ま
す
か
ら
、
必
姿
な
保
有
米
控
除
が
石
当
り
一
、
四

0
0

木
~
以
外
の
お
米
は
全
誠
申
込
ん
円
程
度
と
な
り
ま
す
。

で
く
だ
さ
い
。
出
し
渋
り
や
〇
期
限
ま
で
に
申
込
を
し
な

売
惜
み
も
法
律
に
よ
つ
て
規
か
っ
た
り
、
申
込
を
し
な
い

m"" 
手
正
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
で
売
渡
を
し
た
場
合
は
と
れ

2

売
泄
し
申
込
方
法
ら
の
特
典
が
あ
り
ま
せ
ん
。

明
売
渡
し
申
込
み
を
し
よ
う4
今
年
？
米
価
に
つ
い
て

と
す
る
場
合
は
、
皆
さ
ん
が
今
ま
で
は
基
本
米
価
の
外

農
業
協
同
組
合
を
通
じ
（
売
に
、
超
過
供
出
、
早
期
供
出

(2) 

今
年
の
米
販
賣
は
土
予
約
制
‘

1
1
八
月
中
に
農
協

貫
村
に
あ
り
ま
し
た
遺
族
会

を
統
合
す
る
こ
と
に
な
り
、

去
る
四
月
十
九
8

評
議
会
員

を
開
催
し
、
左
の
役
員
を
選

五
会
福
祉
事
業
団
体
と
し
て

出
す
る
。

-
1
8
千
江
田
村
、
梅
島
村
、
佐

会
長
関
口
好
｀

貫
村
に
あ
り
ま
し
た
、
社
会

完
遂
奨
励
金
た
ど
い
ろ
い
ろ
購
祉
協
議
会
を
統
合
す
る
こ

た
、
奨
励
金
が
あ
り
ま
し
た
と
に
な
り
、
空
る
五
月
二
十
副
会
長
梁
瀬
朝
一

が
、
今
年
は
こ
れ
ら
奨
励
金
五
日
梅
島
小
学
校
昔
楽
室
に
／
柿
沼
幸
一

を
基
本
米
価
に
含
め
た
一
本
於
て
證
立
総
会
を
開
催
し
、

米
価
で
す
。
し
か
し
端
境
期
左
の
役
員
を
選
出
す
る
。
群
傷
身
連
合
会

の
米
は
一
ー
一
百
円
し
千
二
百
円
会
長
小
松
原
源
次
郎
邑
築
支
部
明
和

の
早
場
米
格
差
が
つ
け
も
れ
副
会
長
鯉
沼
岩
吉
村
厚
生
全
疲
足
J

ま
し
た
。
予
約
し
た
米
価
ほ
副
会
長
江
原
常
蔵
一
般
身
体
障
害
者
及
び
傷
洟

次
表
の
と
お
り
で
す
。
常
務
理
事
瀬
下
恒
男
軍
人
の
更
生
団
体
と
し
て
、

一
、
玄
米
一
石
当
り
三
等
複
理
事
珊
村
政
一
旧
千
江
田
村
、
梅
島
村
、
佐

l

式
俵
代
コ
ミ
一
万
三
十
円
／
荻
野
武
治
貫
村
に
あ
り
主
し
た
厚
生
会
＿

一
、
時
期
別
価
格
G
石
当
り
）
／
坂
上
定
七
を
統
合
す
る
こ
と
に
な
り
、

九
月
＝
子
日
ま
で
／
森
尻
作
恰
去
る
四
月
十
七
日
梅
島
小
学

―
一
、
ニ
―
―-0円
／
金
子
勝
蔵
校
音
楽
室
に
於
て
総
会
を
開

十
月
十
五
日
ま
で
／
松
本
敏
太
郎
・
催
、
左
の
役
員
を
選
出
し
た

1
0
、
六
―
―1
0
円
会
長
阪
塚
鷹
司

十
月
三
十
一
日
ま
で
明
和
村
遺
族
会
副
会
長
石
崎
司
郎

5

、
三
―
―1
0円
獲
足
／
吉
永
年
雄

一
、
等
級
間
格
差
、
一
書
記
漉
下
恒
男

一
等
ー
ニ
等
旧
千
江
田
村
、
梅
島
村
、
佐
会
計
田
口
光
男

一
三
塁

0
銭

ヽ
ー
｀
七
円
五

0銭
回
靖
国
紳
社
奉
賛
会
募
金
回

三
等
ー
四
等
｀

9
9
1
'
,
'
,
'
,
'
9
,
'
,
'
,
'
,
'
,
'
’
,
'
,
'
,
'

，
＇
，
＇
，9_

要
す
る
に
適
は
し
き
「
国
民

靖
国
神
計
奉
賛
会
募
金
本
村

一
八
七
円
五
0

銭
紳
社
」
と
し
て
基
礎
を
こ
こ

目
標
八
万
七
千
四
百
円
也

一
、
包
装
代
（
一
俵
当
り
）
に
確
立
し
た
い
と
、
念
願
す

全
国
募
金
総
額

蓋
俵
九

0

円
六
億
七
千
万
円
也
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

複
式
俵
七

0

円
本
県
募
金
総
額
妓
に
国
民
同
胞
挙
つ
て
い
さ

仄
八

0
円
壼
千
五
百
万
円
也
さ
か
な
り
と
も
進
ん
で
奉
贅

◇
参
考
i

'
9
,
9
,
9
,
9
,
’
'
,
'
,
'
,
'
,
'
,
,
'
,
'
,
'
,
'
,
'
,
'
,
'

、
腰
持
の
実
を
挙
げ
、
以
つ
て

一
農
家
平
均
手
取
額
「
靖
国
紳
社
」
は
、
明
治
初
殉
国
の
忠
需
を
顆
彰
奉
慰
す

一
万
百
六
十
円
年
匿
難
に
殉
ぜ
ら
れ
た
人
々
る
の
誠
を
捧
げ
、
併
せ
て
祖

を
顆
彰
奉
慰
す
る
た
め
に
、
国
に
骨
肉
を
搾
げ
ら
れ
た
八

御
創
立
あ
ら
ぜ
ら
れ
、
爾
来
百
万
御
遺
族
を
漿
籍
し
、
祖
[

八
十
余
年
の
間
幾
多
の
忠
霊
国
再
出
発
の
途
上
に
当
り
、

を
合
祀
奉
斎
し
今
日
に
至
り
意
義
深
き
御
奉
什
を
す
る
と
一

ま
し
た
事
は
各
位
御
承
知
の
共
に
、
妓
に
皆
様
の
御
賛
同
一

一
通
り
で
あ
り
ま
す
が
、
過
般
を
得
て
浮
財
を
仰
ぐ
事
と
し

一
終
戦
を
契
機
と
し
て
、
同
神
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

＿
社
も
亦
政
府
の
所
管
を
難
れ
就
き
ま
し
て
は
後
日
委
員
の
・

ー
そ
の
墜
資
誰
持
は
一
に
懸
つ
方
々
が
奉
賛
金
を
御
願
い
に
•

一
て
吾
々
同
胞
の
崇
敬
の
誠
に
上
り
ま
す
か
ら
、
何
卒
各
位
へ

侯
つ
現
状
で
あ
り
ま
す
0

に
於
か
れ
て
も
、
深
き
御
輝

一
た
ま
た
ま
今
次
大
戦
に
依
り
解
を
戴
き
何
分
の
御
協
袈
を

戦
歿
せ
ら
れ
た
人
々
は
、
武
仰
ぎ
た
<
‘
偏
に
御
願
申
上
、

百
万
に
も
及
び
、
そ
の
御
遺
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

9
,
 

一
[
[
げ
鰐
汀
げ
建
物
購
入

一
た
事
は
、
洵
に
悼
ま
し
き
限
一
役
場
学
校
侭
充
用

り
で
あ
り
ま
す
。
一
ー
明
和
村
で
は
久
保
庭
産
業
よ

誓
ま
し
て
は
、
祭
典
執
行
芸
請
鱈
翡
紐
函
一

ー
及
接
遇
に
関
す
る
諸
施
設
を
一
九
坪
五
合
計
一
六
五
坪
五

整
備
し
、
併
せ
て
過
般
の
戦
合
を
八
二
万
五
千
円
で
購
入

災
に
依
り
、
類
焼
荒
廃
せ
る
し
役
楊
及
び
梅
島
中
学
校
々

舎
に
一
部
充
用
す
る
と
と
に

紳
域
を
復
1
8し
、
以
つ
て
永
七
月
村
会
で
決
定
さ
れ
た
。

一
世
に
一
旦
り
殉
国
の
忠
霊
を
奉
（
紀
務
課
）

一早生田に黄金の波ー·

早くも穂も直く、黄金の波をそよがせて、豊作まち

がいない。

これは早植栽培の、利根早生にて、植付は五月十五

日、耕作者は明和村人字千津井小久保三家氏にて、

反当八俵以上と評されて居ります。

へ
1
1

0
-

明
和
村
社
会
福

祉
協
議
会
登
足



廣報 第
^ イ ーまとで力任すさ床そ体結妍記にでろせ娠るとて結新

痰<‘嘔‘1J月軽娠‘す体計娠°れしの内合印し多すそん分こ共お婚し
稀酸嗜吐食ツ頃度の消°に算のそる発妍 1こしとて少゜かと娩とに母‘I,ヽ
に味好＾慾 1こで比化 急し—~の迄育卵有たは見参初 1：：云はで一様そ門
下をの早不 はお餃器 にまケ期のしがす妍‘ま考めすつ病し味とし出
荊好変朝振 消そ的系 変す月間期て子る卵卵しとてるで気よのたてに
む化空 えく早の 化°はは間母宮状を子よなのこもでう不らか任祝

ホツ＾ ！悛口 ると期変 が妍：：：：十を体腔熊‘とうる方と決け°'灰れ娠揺
、二殊時‘ ：もに化 お限十ケ云外内を自糊°このはし有然をる‘さ
ロ ‘1こ＇J悪 ‘シ五末へ こす八月いに 1こい分子 とた槃てりし感喜初れ
腔便多 心 ワケり把 りる日でま出著＾のが をめ物おま妍じひめ‘

• • 一▼• ー • ー・―- --ｷ • -----ｷ •ー・—·· - --ｷ ---• —~— 
等も (2) し程もは朝（1) ◇ ' 五 四 三 イニ
は艮赤証ましの力床嘔ツ注倦経歯稀帥化‘鼻肱‘動］呼‘販紐下‘‘の
j•旧いち誤してをルを氣ワ意゜痛痛に経 罰血博血で吸呼腺浮隣色皮潰
俯檄やヒよか少ケ離等リ ‘‘発過 紳‘の行呼数吸 II危詠素尉．f紗
iしにんクーうら批ツれをの 説筋抵敏 及動増器吸を器 ＾のの系
てォが月°起喉卜る催湯 力痛状‘ び隈加系促咽宗 塁努沈のヘ

--をミ翌は畠；蕊竺歪合 塁｀盆窒翌菅全和閃迄義 ッ羞：靡j
ー消！方自動車陸，［目かんがいに出動ー ：よ闊竺ーー竺竺ど翌E_-··一良碑--•-、、ーー変゜ー、一ー 運ー・一ー更恥認＿一—--

から悔雨より干天続きにて、まれに見る出来であつた陸 師落よ 9こ （4) こを間さ （3) う 脳とにど米の長因時る関活常と五 四 三 ニー本先県

宮奎；ぷ祭五：し苓息芸竺陪悶此門店霜点悶盗努·と乞百、を 滋よ丞塁躙塁客茫芸1, ；゜ 翠畜睾》瓢悶喪全誓伍知き定［云泰｀言：いi;合主攀
多ほあ茉秋一烏て生発 短多的に易小話校

然し水利の悪るい所はいかんともなし得ず、ここに消防 きあ増る心 ま皮ち物色 いどる北田番戒い活育， ］＇命い若 対 くさ に給
自動車の出動要睛となり、消防団本部に於ても七月三十1:1 まり悪と臓 す腐や‘物 と短°地での徳るが盛！ ，で い す ‘い よ食急ぎよ役員会を開催、i日千江田、悔烏、佐貝地啓共出動する し‘l..,‘病 °炎ん毛‘ い命米方あ短島，大り {h ぁ 年 る 寒 れ係
ことに決定、早ぎは三十日午后より、かんがいを開始した。 よ早ーi/ft‘ をの類毛 うでがはる命‘日きの＇！ る 令 抵 さ i~塁
消防目も全力を以つて朝早きは五時より夜は十時過ぎま う＜命翫結 起皮は類 こあ沢一°県島本な子「'••,••…… の 抗 に
で、蓮日ガンバツたので各晨家より惑謝された。 °医をに核 す問皮を ＿とり山股米は根の原供; l:t 脳 力 弱 日沢
ｷ 一雪...ー・・ ー·------•一•一▲

にま神腸ニ ー (10) (9). (8) 短も一 (7) < (6) み赤成にし子毒て（5) 一叫理いさわ＇と I 四三ニー活に
つす経の一‘\、体に全頑‘悪•他体妍体かあ‘普月し南衣まち前羅易が 1こお早血 ‘学ば化°えれ命い脳． 1•••………-‘を‘盟‘は‘上長な
きか過病棚原まのは身固‘ン阻•か溢販諏くり二頭経め燦服すやについ生憧きめ液学校れと食すてはう沿 I"'ヽ 段悔翌長宮長短米の寿つ
もら敏気の因す死胎栄なワ ^ 末 出岱ケ~J す 1こ •ん袷てのれつま 1：：椀窟給るか生れい こ血，艮し ！と臨富寿に寿命の泣村て
のツ等‘中 °を児養嘔リ ニ 期 血磁月 1k ぎし 1こ療いでまてし血査の食所い活ばる食とが］ ，長をに村常村で偏要とい．、9
とワは生毒 来の不吐の ‘ に 姑 出す ぬ‘ 伝すてすせいよ液 健の以うのよが 1：：で極，………… I' 寿常たで食はあ食な短る｝っ
思リ原殖症 すみ良が重 三 は 少月.o'.rl ろ 様腹 られも゜んるう槙 康ねでこ改い‘ああめ'| _ !1 者食べはし魚る‘特命゜
つは因器状 病でとくい 分 普 し巴すも に帯 なば胎若しと°査 増らあと善のたりるて lI I ヽ＇！かすて必てか°大徽村
て‘とので 気なたりも シ逸 ゜‘る稀すを いお盤し‘丈若は 進いるがとでだ..:. 0 少＇］ ；多るいずい大 食はの
も妍な病‘ をくり返の 上 増 持こに るし で腹の病流夫し受 とは°強かは食と古い］・・・・・・・・・・ 1 く村る野る豆 の 食
医娠り気胃 云母送しで るす 続と尚 ゜強 すの完氣産な梅け 体‘ く合なべI,ヽ来: I ぁii‘は°菜°を村生

ｷ----------ｷｷｷ--------------ｷ 

しちの産々際置ま助 佃）にけ与 （14) 洗必 U3) まなににはに (12) ィ(ll)師 るヵ父実備田村実， • ! l 副脱販 以 三 二
まやこを診難がし査お診し‘へ安精梱要適運しりは注感全入身注場動長も易‘流の °を兄施を‘の施＇．．．………，，三食 ll旨十佐上か‘を‘位
しんと防療産違よ湿腹療ま睡‘静帥物で度動よ易分意胃身浴体意合‘途のい二産治 お並し改梅財 L ; ,1 円＾粉円貰のる食は国の
ょを1こぎををつうさの し眠過に状等すし•こ うい泌しに浴はの致は夫のを時し 療 願にた菩島政てii UJ 1[‘ 四乳の小諸°糊か民向
う生注ま受来て°/v診 よを労し態はが運 °で物ま罹を知清し流婦乗も期三 を い村いしもがい 1, II 一円へもで点 問るの上
°む意しけしい赤の療｀う充父充 艮長動 すがしらな日裸ま産生物ちでケ 受 す民もて一許る ＇ヶシ三のはに 題°食を
様しよてまるち診ほ °分は分 く時す か噌よぬしー しし活‘上す月 け 藪 る各の完日せの 月計しを‘あ の 生は
に健う宋すとや擦紀 に滋な な間る らしう様‘回 よ易の精げかは ま 次位で全もばで全円二とニー四五パる 解 活か
碑康°然か分んを月 と助慰 いのこ 注不°＾入短 うい過神たら流 し 夏第のあ給早‘あ給で百し十食円円ン゜ 決 のる
上意tょ以9こら娩の受ー るを安 ゜裁と 意淫末冬浴時 °か度のり重産 よ ッ で御る食く千る食‘三て日十シツ を 改゜
致赤上難度の位げ回 様さを 綺は しに期ツ後間 らの激‘いし う――----ー一度違侶0ー娑設江がを完士月分二とと@_ -は袈

(3) 
—· 
I • 

昭和 3 0 年 8 月 15 日
々..唸‘呼．~心紹双·tか．．．．．．·,,．＜ :.• 
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．
就
学
以
前
の
幼
児
の
教
育
校
単
位
に
幼
児
学
級
開
設
の

が
、
如
何
に
重
要
で
あ
る
か
方
針
を
定
め
「
明
和
村
幼
児

琥

に
つ
い
て
は
、
既
に
議
論
の
学
級
開
設
規
程
」
を
設
定
し

余
地
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
実
施
に
要
す
る
経
費
は
、
村

8
 第

四
註
豆
叶
謬
昇
m
這
旦0
之
に
充
て
る
こ
と
篤
農
家
は
土
地
を
知
つ
て
噌
産
を
計
る

や
保
育
園
を
開
設
す
る
こ
と
村
民
各
位
に
お
か
れ
て
も
よ
く
知
つ
て
居
る
筈
で
す
。
そ
れ
は
黒
班
病
に
な
っ
て
い
こ
ま
で
、
そ
の
も
の
の
顔
つ

は
一
寸
む
つ
か
t
い
と
思
わ
就
学
以
前
の
幼
囲
数
育
の
重
な
お
土
地
の
力
を
知
つ
て
る
木
の
葉
で
す
。
き
が
わ
か
る
襟
に
な
れ
ば
、

居
る
の
は
作
物
で
、
朝
夕
作
こ
れ
は
、
お
と
と
い
の
西
増
産
は
、
お
手
の
物
で
は
な

れ
る
。
と
い
つ
て
之
を
放
任
変
性
を
認
識
さ
れ
、
本
事
業

物
の
顔
を
見
て
御
梵
な
さ
い
風
に
打
た
れ
た
葉
で
し
ょ
う
い
で
し
よ
う
か
。
他
に
も
こ

し
て
お
く
こ
と
も
出
来
た
実
施
の
上
に
、
御
支
援
と
御

加
呈
が
ほ
し
い
と
か
、
窒
索
然
し
よ
い
葉
で
す
、
肥
料
を
う
し
た
篤
農
家
が
沢
山
居
ら

い
。
そ
こ
で
考
え
ら
れ
た
の
協
力
を
た
ま
わ
ら
ん
こ
と
をは

も
う
た
く
さ
ん
で
す
と
か
充
分
吸
牧
し
て
い
る
葉
で
す
れ
る
の
で
は
た
い
で
し
よ
う

が
幼
児
学
級
の
開
設
で
あ
切
望
す
る
次
第
で
す
。

一
◇
対
象
者
襲
七
月
末
現
在
＞
ハ
ッ
キ
リ
お
し
え
て
く
れ
ま
と
葉
を
太
陽
に
す
か
し
て
、
か
。
お
互
に
教
え
合
っ
て
作

る
。さ

き
に
＝
―
-
野
谷
小
学
校
P

一
千
江
田
地
区
八
八
名
＿
す
。
加
里
が
欠
乏
し
て
来
る
と
、
物
と
共
に
笑
顔
に
な
り
ま
し

T
A
が
・
「
移
行
学
級
」
と
銘
一
梅
島
地
区
六
―
―
―
名
先
日
も
梨
の
病
害
虫
防
除
こ
の
葉
に
模
様
が
出
て
来
ま
よ
り
。
（
産
業
課
）

佐
貫
地
区
七
五
名

打
つ
て
、
次
年
度
就
学
の
幼
―

児
を
対
象
と
し
て
実
施
し
た
一
謂
査
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
国
会
や
地
方
議
会
の
議
員
の
定
出
生
の
年
月
日
固
配
偶

報
の
を
始
め
、
千
江
田
、
佐
貫
―
ー
ー
（
祀
教
）
勢
調
査
は
、
五
年
に
一
回
、
数
を
変
更
し
た
り
、
失
業
救
の
関
係
⑥
国
籍

m
昭

両
小
学
校
に
於
て
も
既
に
試
＿
＋
日
り
ー
ロ

I
L
L
政
府
が
全
国
い
つ
せ
い
に
行
済
の
対
策
を
立
て
た
り
、
養
和
十
六
年
末
ま
で
に
生
れ

験
済
で
あ
る
。
ょ
っ
て
、
明
l
5

人
口
開
査
で
、
非
常
に
重
老
年
金
の
額
を
決
め
た
り
、
た
者
に
つ
い
て
は
今
年
の

廣
和
村
塾
委
で
は
、
昭
和
二
王
国
勢
調
査
＿
要
な
謂
査
で
す
、
或
は
叉
幼
年
層
の
激
育
対
策
九
月
二
十
四
日
か
ら
三
十

年
度
に
お
い
て
管
内
各
小
学
こ
の
十
月
一
日
に
「
国
勢
こ
の
詞
査
の
結
果
は
、
国
を
立
て
る
な
ど
、
国
の
政
治
日
ま
で
七
日
間
の
就
業
状

.
,
‘
9
9
9
9
,
'
’
9
9
9
9
9
9
ヽ
9
ヽ
9
9
9
9
9
ヽ
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
,
i
:
9
9
ヽ
9
ヽ
9
9
9
9
9
,
‘
,
‘
9
9
9
,
‘
,
‘
,
‘
,
'
’
ヽ
ヽ
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
,
'
‘
,
、
9
9
9
9
9
9
9
9
,
'
‘
,
、
’
’
'
‘
,
'
‘
ヽ
9
9
,
•
9
9
9
9
9
9
9
•
9
9
9
ヽ
9
,
'
‘
'
]
の
や
り
方
の
基
礎
賽
料
に
使
態
、
所
属
の
産
業
の
種
類

初
歩
の
平
サ
サ
ラ
か
ら
、
笹
i
わ
れ
ま
す
。
こ
ん
ど
行
わ
れ
職
業
の
種
類
、
徒
業
上
の

-
0
0
夏
祭
リ
が
か
り
、
花
、
か
ね
巻
、
弓
大
字
中
谷
の
ダ
シ
]
る
国
勢
謂
査
は
、
特
に
独
立
地
位
及
び
こ
れ
ら
に
附
髄

・
さ
ま
さ
ま
g
く
ぐ
り
、
橋
渡
り
、
ぽ
ん
で
七
月
十
九
日
二
十
日
の
両
一
後
は
じ
め
て
の
開
査
で
も
あ
す
る
事
項
置
居
に
関

ん
、
う
ず
女
等
笛
の
音
に
つ
日
、
大
字
中
谷
の
八
阪
大
明
り
ま
す
の
で
、
そ
の
結
果
に
す
る
事
項
（
住
居
の
種
類

獅
子
舞
、
一
名
サ
サ
ラ
と
れ
て
勇
L
t
活
撥
な
そ
の
風
姿
紳
の
夏
祭
に
は
、
村
の
若
衆
は
政
府
と
し
て
も
深
い
関
心
並
び
に
住
宅
に
つ
ぎ
所
有

い
い
ま
す
。
こ
れ
は
大
字
斗
は
、
臨
国
豊
稼
悪
廊
退
散
を
に
よ
る
台
車
が
、
十
九
日
の
．
を
寄
せ
て
い
ま
す
。
の
関
係
及
び
居
住
室
の
曇

合
田
の
お
祭
り
に
て
、
卜
月
祈
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
夕
刻
二
十
日
の
お
昼
と
｀
二
[
(
J
の
謂
査
は
、
次
の
八
っ
数
）

=
+
―
＝
日
の
夜
よ
り
二
日
間
年
々
こ
の
舞
踊
を
後
々
ま
回
に
わ
た
り
、
、
村
内
を
景
気
の
項
目
に
つ
い
て
行
わ
れ
ま
右
の
う
ち
印
か
ら
⑲
ま
で
は

部
落
中
を
舞
う
の
で
ナ
が
、
で
た
や
さ
な
い
た
め
に
、
小
の
よ
い
笛
太
鼓
の
一

H日
と
共
に
す
。
一
各
家
庭
で
書
き
入
れ
、

m
と

古
式
ゆ
か
し
き
舞
誦
に
て
そ
学
生
の
頃
よ
り
、
毎
夜
け
い
ひ
き
ま
わ
す
、
子
供
達
に
も
田
氏
名
②
世
帯
主
と
の
一
⑧
は
国
勢
謁
査
員
が
書
き
入

．
の
種
類
も
か
ず
か
ず
あ
り
、
こ
が
続
け
ら
れ
ま
す
。
た
の
し
い
一
日
で
あ
っ
た
。
続
柄
⑧
男
女
の
別
囮
れ
ま
す

0

記
入
用
紙
（
国
勢

i
i
額
査
票
）
は
前
以
つ
て
知
戸

p
り
プ
に
お
配
り
し
ま
す
。

一
記
入
の
仕
方
は
よ
く
わ
か

ー
る
や
う
に
説
明
し
て
あ
り
ま

一
す
か
ら
、
書
き
込
む
前
に
一

一
応
お
読
み
に
な
っ
て
下
さ

、
。

．
、
し一

最
後
に
お
願
ひ
が
あ
り
ま

-

9

0

 

一
そ
れ
は
調
査
日
の
十
月
一

i
日
を
境
に
し
て
、
そ
の
前
後

―
一
週
間
ぐ
ら
い
の
期
間
に
、

国
勢
調
査
員
が
お
宅
に
用
紙

―
を
届
け
に
行
っ
た
ら
、
開
き

ー
と
り
謂
査
に
出
向
き
ま
す
の

ー
で
、
そ
の
期
間
は
出
来
る
だ

一
け
御
在
宅
願
い
た
い
と
い
う

こ
と
で
す
。

昭和 3 0 年 8 月 15 日 明 和 村 (4) 

寓興上獅子舞（ナ、ラ）。下右左中谷のダシ．

幼
兒
学
級
の
開
設

一
八
月
一
日
よ
り
千
江
田
一

～
小
学
校
に
て
開
始

4
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• 

• 

• 

篤
農
家
に
、
あ
な
た
は
、
実
験
展
示
圃
設
置
に
つ
い
て
す
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

お
米
を
沢
山
穫
ら
れ
ま
す
か
県
晨
業
改
良
課
の
技
師
が
来
展
示
圃
予
定
地
は
こ
の
篤

秘
訣
を
伝
授
し
て
下
さ
い
と
ら
れ
る
の
で
、
沢
山
の
人
が
農
家
の
梨
畑
で
し
だ
が
、
県

集
つ
て
来
ら
れ
ま
し
た
が
、
が
来
ら
れ
て
、
病
虫
害
状
況

お
願
い
し
た
ら
、

私
し
は
私
の
土
地
に
つ
い
そ
の
中
に
シ
ャ
ツ
の
ポ
ケ
ッ
を
輝
査
し
ま
す
と
五
％
以
下

て
の
み
の
増
牧
法
で
、
あ
な
卜
か
ら
、
何
枚
も
の
梨
の
葉
の
好
成
績
で
、
病
害
虫
防
除

た
の
士
地
に
つ
い
て
は
わ
か
を
と
り
出
し
て
、
こ
の
葉
は
実
験
展
示
圃
に
は
な
ら
な
い

り
ま
せ
ん
。
あ
な
た
の
士
地
ど
う
し
た
の
で
し
よ
う
、
篤
と
云
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た

に
つ
い
て
は
あ
な
た
が
一
香
農
家
は
答
え
て
く
れ
ま
し
た
麦
も
米
も
野
菜
作
り
も
こ
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三
回
定
例
村
会
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茫
言
論
戦
の
う
ち
に
終
る

（ 1) 昭和 3 0 年 1 0 月 1 日 問1 和村席報 第 9 号
マ、｀｀～～～し• ^ "~ • -------

戸作が甲ご了7:I：し足ま事一つ 佐斎きの き式地のな校で村し額つ泉 ：自て人明

｀｀［悶［長且亨□ 農鱈閏疇叩賢鯰り［攣芦賢召；謬誌 1ミ謬讐塁i ｷ 1111111|リ［地旦合賃魯占畠汀彗畠嘉よ；胄塁募塁嘉塁尼含
動下とあもか秋出た‘家年たんしの函三 合 問解霞しの三県大るにらは上十校議iし域ヵ、三
畠ぎ、互，芦］又、ぢ悶認謬百り揺晶康＇の塁 羹息旦言：昇'i昂塁塁と闘塁？ti名旦塁
悶゜だ芝虐旦謬訂翌菜魯仁房占業 9 移胄 冒心げ謬塁；塁塁農／｝、 い
警炉堵認パ尉謬悶｀は委［動悶塁ば悶認門匂喜扁互忍塁篇汀］ 喜日〗
ょて許的のを地んを業るし又たすつ 賀置かの削一緊節 と中題る‘こ題又係： カミ午＝

合昇塁も畠饂胃゜合貰も耐易り、店べ員＇しま 贋しむ灌懇こ塁醤 ＇閃よ嘉ヽ麟品盆盈 了戸
‘にうて力す動 な会なは買返勝取／、目 = あう退に学しるよ ｰ 8 信防もは元）11 と 日時日
あ励け居をる＜ けに時宅‘し手締云言 菩 りで戟充校て財り 旨中瀾上目私民上交： 程二西
なむたり高と皆 れ届は地昭てにら = 言 ‘あ公当難誤政 のに話の下もに大渉： に＋公
た事者まめ共さ ば出‘等与既他れ＾‘君IIIl|||IIて る仕し築員の 解解局宙，折反負檎中； 入五民
のがはするにん たてすに‘つ人て かのて挫の打 答決側柱罰対担のでi It分館
耕出安か事‘の り‘べ使交たに居 ‘母はそ報開 あさと移中でさ改あ： 坂に

-•—-—------------------------- - -—--—ー：坂J:招
う一問明 け居るが換 に適り権樅うれ作方年せすな役財堀のつるに般るで条併村： 上談集
充人いの向てけ時農期今も用で利をけま権公制ねるら埠政口答い°慰退°そ例当長； 議長さ
分の合点手下出は地が年影さなは移なすを務をばたな費の正弁て然労戦又ので初ょ： 長のれ
御違せは続さて必を来も密れく保転I,ヽ°し員実なめいを建議がはし金に公ま定誤りi 1;1:開‘

査注反て‘きい‘ず移ま又が‘‘護しで若つ法施らに°削直負あ充今を期仕まめ芸議： 一 定
塁業意者戴農等°こ農動し農あ其厳さま‘しかにすたは役減しより分後出じの実らの員i 時含刻
莱課願もき業に の業した地りのしれす勝，てり よるい人場しのり‘研紺して退施れ議のi 問宣前
委内I,、出ま委つ 許委よ°のま外いなと手の額りこ゜負費なた 究偶た行職さて決報！ の告よ
員 まなし員I,ヽ 可員うあ作す税罰い｀に許つ抵と然ををけめ す描者1,、金れいを酬： 予、り
会 すいて会て を会とな付°金則ばそ耕可て触はし縮削れに る置ふ特はてる経は： 定続傍
-L ゜よ‘に不 うにすた転 等がかの作をくす地停少滅ばは 旨に居別一いのて合： ！てい聘

叫て後つ』両てとに1,ヽ（口員的が1カ」久こなI·急八どを久l石がす替万1たなこ可館 lり (3 村島；に属t；五―が叶と丘麗芦―
別議質充たは者いの仮たも）枚をに前ら長保れかに 0 5 購保崎あるてやI,ヽるれ能中＝万に田‘て改かまの長のどしの
項長問分のれのる点支の登しあ購の‘が庭につ支万考入庭議り考明むとべにがと 0 円は議 I,ヽ革つし筋 趣うてで
のほを検でた間‘は払で記たげ入誤自提産対た払円えし産員‘え年を考く対あ問〇あ一員 る 1こたくと停旨か，＼臨
よ自打討石がに旨申を予完も稲の会分案業しのはのてた業ょ で度得え今しる＜万り時よ ゜つ°なも年の°件時
う由切す崎制激の訳し雰了の々たににしの村かな代いがより あになて年村か°円‘借り 旨I,ヽ然い相制宵 喪待
tょ討つる誤限し答たたオ肖後で折め於責た購長‘け金るこり る於I,ヽI,、中長‘この尚入 のてしの談に問 を命
誤議たこ員時い弁いも置と‘側のI,ヽ任の入 I•ま れをかの士 旨い場るには の借郵金 答は庁でしつが 削制
案をのとよ間論がとのをな代の交てはで物 ばな‘処地 のて合°返‘ 返入政が 弁充内実た1,、あ 誡度
の打でにりと戦あ感でせつ金結渉自ああ件 tょぜ又分建 答返は然済 済金省二 が分の施結てり しを~
密切坂し今ながりじ‘ずて支架委主るるは ら早ーを物 弁済借しし の申ょ二 あ考模し果は‘ て実

発行所

編集人
発行人

明、和村役場
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奈良庄次郎
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リ
と
い
う
大
き
な
力
に
な
リ
ま
す
。
[

0

み
ん
な
そ
ろ
つ
て
「
節
約
」
と
「
貯
蓄
」
i

て
国
の
地
が
た
め
を
し
ま
し
よ
う
。
]
-

誤
に
入
り
、
全
誤
案
と
も
原
一

案
通
り
可
決
さ
れ
午
後
―
―
一
時
｀

―
―
―
十
分
閉
会
さ
れ
た
。

罰議喜｀平畠仝仝仝委届し委；；仝仝仝委副委；仝仝仝委副委；仝仝仝委ー則1 禾ll 木寸員喜合ミ一99ー一＾
塁丑り［ 負g［ 員月9 り塁［ 員し一常任委員きまる」
石坂しり初副鰈荒阪野田島委山吉小奈新荒会村堀堀酒竹梁委宇田栗須
碕上、た次誠訊沼JII 塚本口田員田永松良井川 田ロロ井越瀬員木口原藤 副 委 ....れどび常次会第九
仁°の会長 卯会福：が原初 啓会 堀篠員会総まが委任のにデ．日九
一義 よには忠ー ll葛JI肌秀三 太四誠瞥太 保 ー朝徳栄牛芳口 原長務し決員委i紺お回開月
郎兵 う於八礫郎司絃嘉八 郎郎司二郎畷 オ笥正孝郎一 恰良ーニ治 醗 委た定長員りい定会二
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廣報 第

目腐九 11111111111111 税；の仕組 唇倫

印九 •— 1 直汀

*』a]li\〖詈］］寿し輻に五和いまて過大オ治泉と年口た九 ーあのは 一発税 税 埠税 税 ‘税証税税は多
には畠闘［濯贔疇塁記‘渭心 と員常塁炉戸贔 I -1 雙よ「 1― l g諜曰五 □屯謡魯悶謬：
涸念蒙村→しと命族‘昭人ニーれ月氏ろ以村記 し：会任第もで決が峠ll法院村市法玲利法車草灌法 消録引与人でつと周ば砂ぽ見るるtm t這ほ言〗り厄よ貸旦彗辻喜念のょ 魯貰iほ腎畠言悶農遭霜揮白貫芍闘 配9遼ttぶ問讐悶琵峠
゜閉旦虐；磨為喜閲；口共、三喜文・梵：覧」：？品日リ 慧魯明 ゜畠塁烹裔爽芸塁贋塁嚢冒税嘉悶聰塁嚢 骨闊塁 量；塁匹農；ら店唇
そを原の九りて非元，は 1こ九ね字十安輪詞し贈 1こ＇五 1こび和 案さもツ共税税‘ 隈税税娯‘ 牌税価 言れと税‘糖税続沢
の訪社日月‘も百気災明十公矢六政‘査て口 つ特村 とれ原＾同 l ‘固 与i‘楽事 税、税 でてい‘煙を‘税山
長問会し十明らオにに治ーフE 島オ五原し‘ヨ三 ・い別議 はま案地施犬霞定 畏家狩施菜 五青 はいう全草な酒‘も
............... ......................:• ｷ.......:ｷｷ.. ｷｷ....ｷ •:·..... ｷ.... ｷ ·ぶ心··..:.....••して委会 どし通方設税気賽 地畜猟設税 発税 なる網くをめを映つ

-- -— 勁ヽヵ’産 方税者利‘ 1由‘
議 誤 議 路、＝ス税道‘税用不 すいつめ当得紐

い方等の屁条案定の及びの丘伊］及案を員委い決は規冦し、会案任の居等委へ護国シ税‘ 路果‘税動 税入 。る次てに 1ことが然
て法の売し例第し方びに取ッ設び第新長員る定議則ッて議第が条り 1：：員懇与民ン ‘自 隈樹固｀蛮 塙 税にい ‘B の‘し
規及坦却設四た法処営得定建三たの長もす長に 規二行例‘つ会 巴健税鉱転 税定遊取 蔑 の‘る大本均互‘
び合とこ定号もな分悲°こに造号に意がのるがよこ 則号は 1こ別いのこ 康他産車 ＆他資興得 物 現わきの衝に C

定廊 1こかの 1こ のど等物管のつ物 加見でをこ会りの一 れ碁項て種の 保 税荷 ツ 産飲税 種在けな再を運れ
し囲おエ条つ明でを 1この理条いに明ぇをき‘と議会案部明たきの規類条 険 ‘車 税食‘ 魯 類鹿で原建保繋ら
たなけ事例I,ヽ和す細つ殺処例て関和た聴た今に 1こ期件改和°委よ定任例 税 木税 税道 を行す動発つ‘の
もどるのはて村°かい置分はす村もくの回な諸のは正村 員うさ務は 材‘ ‘府 掲さ°力逹て国税
のにそ訪財契 くて竹°財る財のこで常つつ決会に議 のにれ運常 弓 1市 自県 けれ 1この‘民の
でつの負産約規そ理並歪条産°と委任てて定議つ会 選こて営任 取町 動煙 まてなた本所仕

誤 議 る品い部れつめに納とて願ーなそてつく費す気仕査そ いいがそうロ詞て物案条菰い法 1蜘予案す こヲトなこてて各‘税‘は現い層つの行ましを°社づ事業し可まる‘れこー1 人残頁 版第i91| 々てにじ防第゜ と一いのい‘納紅組一‘在しのて紹くり‘出お会くはのて愛すかどはと 1
四茄 締六で細~茄 条五 を日向訊る円税月合‘-‘ま認ぃ挫と個発し互はこ随発涌＼、°知の冗を-—納税

;i [ :[ ]昌：Ii0]屑[9鳳［閏[I 屯!I篇麗］、［贔99詞［；凋

昭和 8 0 年 1 0 月 1 日 明 和 村 , 
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廣
防
衛
庁
で
は
今
回
第
二
次

の
募
集
と
し
て
、
陸
上
自
衛

官
約
一
万
一
千
―
―
ー
百
人
、
海

村
上
自
衛
官
約
四
百
人
、
航
空

自
衛
官
約
八
百
人
を
屏
集
す

る
こ
と
に
な
り
、
九
月
十
二

和
日
よ
り
志
願
の
受
付
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。

受
付
期
限
は
十
月
十
一
日

明
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

試
験
期
日
は
4
1月
下
旬
か

十
一
月
上
旬
に
、
こ
の
地
方

で
は
太
田
市
で
行
は
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

墜
―l
-
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
-
=
=
=
=
=
=
-
=
=
=
=
=
=
-
=
=
=
=
=
-
=
=
=
=
=
=
=
=
=

師

云
納
貌
は
納
期
に
一

出
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝

l＝
=
=
-
=
=
=
=
-
l
_
-
l
=
l
=
=
=
=
l
=
-
=
=
I
I
I
I
U
I
=
=
=
=
U
=
u
u
-
=
=
=
=
h
d
=
=
=
=
=
=
=
=
=
u
l

司

一
村
税
を
納
期
ま
で
に
納
め
な
い
と
日
歩
―
―
―
蝕
の
延
帯
金

八
月
一
日
以
後
の
納
期
分
か
ら

村
税
の
納
入
に
つ
い
て
は
税
金
が
期
日
ま
で
に
入
ら

格
別
の
御
協
力
に
あ
っ
か
り
た
い
と
、
村
で
は
利
子
を
払

そ
の
成
紐
は
良
好
で
あ
り
ま
つ
て
、
一
時
侑
金
を
し
た
け

す
0

納
税
者
の
皆
さ
ん
に
厚
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

く
お
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
納
税
は
、
日
が
け
、
月
が

習
柿
沼
操
、
奈
良
一
―
―

｀
教
団
体
の
動
きI

I
}紅閂
丑
と
し
て
盛
あ
り
ま
す
。
け
、
心
啄
け
を
忘
れ
な
い
で
下

日
，
’
，
'
,
'
,
.
,
'
,
'
,
'
,
’
'
,
'
,
'
・
御
承
知
の
通
り
税
の
た
て
｝

u
し

管
内
の
計
敬
凶
体
は
、
ぞ
一
、
料
理
購
習
藤
野
岳
一
0

明
和
村
青
協
ま
へ
と
し
ま
し
て
、
所
得
t
t
―
罰
納
さ
れ
て
い
る
方
は
、

ぞ
れ
の
地
域
の
実
状
に
即
氏
を
諧
師
と
し
て
実
施
。
一
、
弁
諭
大
会
各
単
位
団
り
、
財
産
な
り
に
課
せ
ら
れ
今
が
完
納
の
チ
ャ
ン
ス
で
す

月
し
て
、
活
撥
に
動
い
て
い
ま
（
―
-
日
間
）
一
よ
り
参
加
し
て
実
施
、
坂
た
税
は
、
そ
の
人
の
負
担
能
◎
税
へ
t
j
r
と
米
を
納
め
て
笑

0

い
韻

す
0

概
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
二
、
胴
察
旅
行
水
上
方
面
―
上
光
子
、
臨
部
明
の
両
君
力
に
応
じ
て
居
る
わ
け
で
あ
一

す
●
に
日
怖
り
で
旅
行
。
＿
は
郡
大
会
に
出
場
し
て
入
り
、
全
員
が
期
u
ま
で
に
、
→
旧
村
名
諸
車

ー勾

0
千
婦

0

佐
婦
＿
宜
°
完
納
さ
れ
る
こ
と
を
お
願
い
一
鑑
札
は
無
効

。

一
、
衛
生
謡
詰
県
予
防
課
一
、
塁
察
旅
行
会
員
の
親
―
二
、
球
技
大
会
野
球
と
排
―
し
ま
す
。
＿
i
E
l
村
名
懇
爺
札
は
九
月

8
 

n

長
原
啓
一
郎
氏
を
話
師
と
睦
を
兼
て
二
泊
三
日
で
松
一
球
の
競
技
会
を
実
施
。
従
来
は
納
期
日
ま
で
に
納
一
末
日
限
り
で
叫
幼
で
す
。

禾
自
転
卑
饂
札
は
後
嘉
ょ
け

し
て
実
施
0

島
方
面
に
旅
行
、
q
E
加
者
三
、
農
試
閣
察
埼
咽
県
下
入
し
た
か
っ
た
瑞
合
は
、
翌
下
部
へ
。

昭
二
、
修
羨
聾
詰
峯
武
男
氏
七0余
名
。
の
晨
事
試
験
褐
を
親
察
。
日
か
ら
日
歩
四
銭
の
延
葡
金
一
去
る
八
月
中
、F
句
に
一
旦

を
講
師
と
し
て
実
施
。

0
明
和
村
婦
協

0
明
和
村
P
T
A

述
協
が
、
か
か
っ
た
の
で
あ
り
ま
ー
り
、
旧
村
の
自
伝
車
、
柑
車

一
箸
の
素
鑑
札
の
交
換
を
行
い

―
―
-
‘
誤
察
旅
打
ュ
ネ
ス
コ
一
、
指
瑶
者
講
習
単
位
旦
一
、
指
臨
者
諮
習
県
社
教
一
す
が
、
今
度
、
八
月
一
日
以
ー
ま
し
た
。

村
の
誤
察
を
兼
て
多
際
御
役
員
全
員
を
集
め
飯
塚
社
主
事
関
俊
玲
郡
祉
激
圭
降
の
納
期
分
か
ら
日
歩
三
銭
一
殆
ん
ど
凌
囁
仙
は
な
い
と

陵
、
高
尾
山
に
日
帰
り
旅
教
主
事
を
講
師
と
し
て
実
事
阪
塚
貞
両
氏
及
び
群
大
一
に
な
っ
た
わ
け
で
す
が
、
こ
面

5
い
ま
す
力
末
だ
つ
け
か

ヽ
~

3

へ
の
し
て
た
い
方
が
あ
り
ま

施
0

回
沢
沌
教
授
を
謂
師
と
し
一
の
よ
う
な
余
計
な
金
は
と
ら
i
し
た
ら
全
魚
役
場
財
務
課
ま

〇
梅
婦
二
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
講
て
実
施
。
一
れ
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
一
で
御
足
労
下
六
い
。

、
し 報 第

, 
琥

-- ----

ヽ
＇

，
若
き
青
少
年
の
夢
‘

紐
自
衛
官
募
集
は
じ
ま
る
如 試

験
課
目
は
簡
単
な
筆
記
一
【
二
息
段
り
】
が
来
た
の
で
今
後
六
月
間

羹
と
口
述
試
瞼
及
び
身
体
貯
蔵
運
搬
そ
の
他
の
販
扱
＾
返
魯
期
限
を
廷
ば
ず
た
め

椀
査
で
特
に
身
体
検
査
に
裏
い
に
つ
い
て
規
定
し
た
条
の
借
り
益
え
の
た
め
の
議

点
が
置
か
れ
て
い
る
よ
う
で
例
で
す
決
で
す
。

す
。
、
議
案
第
七
号
明
和
村
税
条

入
諒
は
一
月
下
句
に
な
り
例
設
定
に
つ
い
て
誦
案
第
九
号
一
殺
会
計
の

追
加
更
正
予
箕

ま
す
が
高
校
在
学
者
は
ニ
一
月
（
訂
）
こ
の
条
例
は
村
税
i

学
校
卒
菜
後
に
入
隊
す
る
こ
の
税
目
。
課
税
物
件
。
課
iaも
今
平
度
の
一
股
会

と
に
な
り
ま
す
。
税
標
準
。
税
率
。
そ
の
他
＿
計
の
壮
加
更
正
予
算
で
主

又
入
踪
後
に
定
時
制
高
校
賦
課
徽
牧
に
つ
い
て
細
か
ー
と
し
て
国
勢
謂
杏
関
係
費

A
に
入
学
志
望
者
は
、
い
く
ら
い
規
定
を
し
た
も
の
で
村
ー
の
泊
加
で
そ
の
他
役
場
費

t
で
も
勉
強
す
る
こ
と
が
で
ぎ
民
税
、
固
定
賽
産
税

0

自
の

T叫
用
毀
な
ど
が
計
上
さ

手

0

転
車
荷
車
税
。
そ
の
他
の
]
れ
て
居
り
、
，
．
，
給
追
加
分
は

我
が
国
の
平
和
と
独
立
を
税
盗
な
ど
蓼
へ
て
こ
の
条
金
八
万
皐
六
百
円
で
す

守
り
国
の
安
全
を
保
っ
た
め
例
に
よ
っ
て
賦
課
徴
牧
さ
誤
案
第
十
号
及
至
築
十
九
号

日
□立
《er、
て
識
豆
口
叶
。
一
時
伯
入
金
鱈
昇
謬
戸
紅

こ
れ
が
自
衛
誅
の
主
な
る
に
つ
い
て
．
村
の
一
＝
月
分
の
決
算
で
、

任
経
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
（
註
）
こ
の
案
件
は
合
併
全
部
で
十
瓶
か
ら
出
来
て

当
初
旧
千
江
田
村
よ
り
引
い
る
も
の
で
、
こ
れ
が
議

糾
が
れ
た
金
八
十
万
円
の
会
の
認
定
に
附
さ
れ
た
も

一
時
伯
入
・
位
の
返
格
期
限
の
で
あ
り
ま
す
。
―

.',',',',’',',',',',',',~,',.',. 
又
必
笑
に
よ
り
公
共
の
秩
序
一
志
願
漿
そ
の
他
志
願
の
心

の
維
持
に
当
る
こ
と
も
あ
り
一
得
た
ど
は
役
坦
に
そ
ろ
え
て

ま
す
。
一
あ
り
ま
ナ
。

昭
和
六
年
一
月
二
日
か
ら
一
く
わ
し
い
こ
と
は
役
場
で

同
十
三
年
一
月
一
日
ま
で
に
一
お
相
談
下
さ
い
。

生
れ
た
若
き
寄
少
年
諸
君
"
[
一
（
句
哀
は
自
術
官
の
活

ふ
る
つ
て
自
術
官
に
志
願
し
一
郡
）

1
1新
切
駐
と
ん
部

l

て
下
さ
い
0

篠
提
供
I
I

し
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和村廣
せ財た字としこ でがてとこと役たか す所のし れづと
ャん政わが百たのさす私よことI,ヽ塙いけ合゜は私新こてれこく現
•，°はけ今九が程て°たくろばう庁‘た併 火たしのおもろる在
! 大で年＋‘村‘ ちあぐかよ舎学いし のちく春り赤のしの
i て‘度五こ顎昨 のりありうも校‘た 車の発三ま字県＜、地

ぞ m 9| I,、今に万れ会年 村まい沢 1こ何も灌ば の村足月す財や 方
.^ で年繰円 1こを度 のせは山‘と増路か やもし一°政市全財
1 は度り余よ涌の 現ん依あやか築もり りやた日 に町国政

’'i あの越りり過決 央°然りりししなで くはばに 悩村いは
ゞ .̀ h 村さのまし算 のこと‘たたたお橋 りりか合 まがた大

會 ! まのれ赤すまが 姿れしふいいいしも で台り併 さいろへ
•. ¥ ··-—----.  --•一
！いうとるすな政 んと財り大 す中ずけきをお いので置
ピ「ま決こ゜けのこ°校政まきこ°学考でな先し、そこで‘費てこ
れで断としれ建れ 舎ですなれ 校えす焦にてことす誠と合の
にも力にかばてが もは°公は ら°点や‘ででが 1こし併赤
しあがはしな泊た 建簡し約三 のれことる霞村も‘止ての字
てりい‘こらしめ 単かのケ 増るこなか点でああむ使たの
もまる最れたかに てにし一・村 築こにつ‘的はりまをわめ原
大せこ大をいらは らや現つ合 の｝おてこに今まり得れの因
変んとの実わ ま れす在で併 問がいくれま年せ好なた苦 It
ながは酌行け始ず まやのも時 肌梅てるがず度んまいも後主
仕‘I,ヽ氣すでめ財 せす村あの で島まわ大何に゜しもの招と

ｷ----- ｷ------ｷ---. 
ぇ..,てとつ舞では年き作tt今おするい い校せ＇しみ縮謂牛士このを事
あ楽くしでてわ‘‘にこつで今しやりも゜翌く青 ー ことを‘‘こ出し査費木つと予下そで

尉げ冷t百釦骨認認塁口謬：盈畠塁i ［み 51~ 悶麟閂霜と賃迂‘費；謬豆t
憂ばも天 とちや日盟うわも例さのでり のりん し‘C )近ぶ非費補かわ百の哀教議た節今
な苦知災 にな災頃作にけほ年なよ‘入 音かだ― くので用 lIり：目け十他砕育会の減度しあれは 喜‘害天で今でつにかう安れ がで空与ま CO)) 議でもかjたよで余の済喪費でを百i
←りまい ば晨な候あ年すとなでなまも き活の 会す噌相等りす万？I{費‘‘す断十
の←せつ し家どしるが°ひいすあき八 こ気も家（り） に°築島を起°円用‘保消°行余
こ→んやいに 1こだこ‘と大°わも、躙えのと 提し中合債をを統健防す万と備°つ こと見いと近い魁た と まあ 1こi―l. C )案た学わを生 lt計衛費る円

---- - • 

鐸［這鯰声？門へ杞りき叶辱［豆閾げの］疇賛籍ーー たれてもみられる ー～―｀
t竺壱筏i悶翠ど皇［守り［歪!~fiす＂，：：寧直を秋sI ~ぴ走 選挙 :~名 簿
ま枚と＾しメがてで素゜こ‘がこおん も活かり L つ今れる = 1 1 月 5 日から仝 19 日まて＝
しに便口よク：：：下はま すうーと金と たやい‘ で年がこ 村の選挙管碑委員会では、皆さんの申告にも

さ含讐よt品ほど芯； : ［靡t翌苫農塁塁胃を な悶；‘|全 届祐濯‘り芸茫日現在により、基本選挙人
°たす竹メ草上°ねし が液そよたてい経のの ま大‘な この名覇に登録された人は、昭和十年十二月
- --------··ー·-―-—--――— 一 二十一日以前に生れた者で、本年六月十六日以

まをくもにと えお芽〇すを麦 と直 貯ら 立今積の 力と はをと う 前より引続いて本村に住んでいる人です。

t ；と芦梵：麿と；i虞吝全さ会 ぽし］で詞＄ ；予辛委烹支と息ざた］界゜ 明年は教育委員、知事、参議員選装がある予
ヵ~四かでし湯しをまきにしは の国がま来ほぃそて一会れ‘はでねそに 定で、もしこの名簿にもれていますと選挙権が
えしげ‘二びよ少きが大‘柏 でを一しるかた：：：お俵でて皆預しば‘め あつても投票することが出来ません゜
す五ぽ白 B たうしをお切根物 すお家よだ色だ倍ると‘おさ金よなも＜· +一月五日より十九日まで本村役場にて、名
こ B しくぬし°でしくなば体 ゜このうけ，，，きもよか年りん甜Jうらつま 簿を見せていますから、ぜひお出下さい。
とのに芽れを もてれ 4」：りの す家°節たた三う二々まの子かなとれ もし名簿に名前がのつていないとか、誤りが
がおし切むし と‘た事をし も計 約こい倍で俵取す貯は゜いもて ありましたら、その期間内に選荏管理委員会（役
でくてつした りまらでよま とを しと°もすとれ°蓄無 の注I,ヽ ｝場）へその事を申出して下さい。
きれまたろあかき催すくり え立 てか 租がか秋 に税 で意る

昭和 3 0 年 1 I 月 1 日 明 報 第 ー 。 号

況＿ー一
（写真説明J 青空のもとに発動槻の晋も高く脱

数の忙しさ。（大字田島地内所見）
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゜
もえない工夫

やかない注意
全国的には．タバコの吸殻が一番多く、つぎは煙

突、石油コンロなどになっています。クパコは吸

殻に充分注意し、煙突は、月 9こ一度は描除と点椀

をわすれなく。

＿
一
相
続
す
る
と
き
―
―

相
続
税
は
、
被
相
続
人
足
心

ん
だ
人
）
の
遺
産
を
相
人
続

が
取
得
し
た
場
合
、
そ
の
相

第
続
人
毎
に
納
め
る
税
金
で

す
。
そ
の
相
続
す
る
遺
産
の

憫
合
は
、
相
続
法
で
き
め
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
土
そ
の
財
産
の
価

額
が
い
く
ら
位
に
な
る
だ
ろ

う
と
い
う
こ
と
は
、
誰
も
が

考
え
る
こ
と
で
す
。
そ
こ
で

税
務
磐
で
は
「
財
産
評
価
基

．
準
」
と
い
う
も
の
を
作
っ
て

お
り
ま
し
て
、
そ
れ
に
よ
っ

て
価
額
が
見
積
ら
れ
る
わ
け

で
す
。
被
相
続
人
の
所
有
の

、
報
土
地
、
家
屋
、
農
機
具
等
す

ペ
て
を
相
続
財
産
と
し
て
う

け
つ
ぐ
わ
け
で
す
が
、
そ
の

廣
金
額
が
五
十
万
円
よ
り
多
い

人
は
、
各
人
毎
に
相
続
税
の

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

村
き
に
そ
の
財
産
の
価
額
は

ど
の
よ
う
見
積
ら
れ
る
か
、

本
年
度
館
林
税
務
署
の
示
し

り手
て
い
る
評
価
基
準
を
あ
げ
て

み
ま
し
よ
う
。

．
士
地
、
家
屋
等
は
賃
貸
価

明
額
が
基
準
に
な
つ
て
い
ま
す

が
そ
の
他
の
も
の
は
時
価
計

算
に
な
っ
て
い
る
よ
り
で
す

た
だ
し
、
終
戦
后
の
家
屋
に

つ
い
て
は
、
建
築
喪
等
よ
り

④
申
告
は
死
亡
後
六
ヶ
月
以

内
で
す
。

次
に
相
続
税
の
税
率
は

五
十
万
円
控
除
后
の
金

額
が

-
H
'万
円
以
下
十
％

五
十
万
円
以
下
十
五
％

割
出
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

次
に
賃
貸
価
額
の
倍
数
等
百
万
円
以
下
二
十
％

を
記
し
て
み
ま
す
と
、
と
な
っ
て
い
ま
す
。

自
作
地
小
作
地
耕
権
作

盆
倍
）
（
倍
）
（
倍
）

田
二
、
八

0
0
-

、
ご
一
0

I
、
六
八
〇

畑
三
、
五

0
0

1
、
四0
0

·11‘100 

宅
地
二
、
七

0
0

、
ー
ー

家
屋
一
、

4へ
0
0

ー
ー

桑
樹
反
当
り
最
高
二
在
、

0
0
0
円
最
低
八
、0
0
0
円

梨
／
八
在
、

0
0
0

I
=―
―
父o
c

竹
林
／
二
二
、

0
0
0

九
、0
0
0

種
牛
一
八

0
、

0
0
0

ー

乳
牛
七
オ
で
八
五
、

0
0
0
1
,

役
牛
六
オ
で
．
五
五
、

0
0
0
1

役
馬
五
オ
で
―
―

1
0、
0
0
0

ー

豚
十
ヶ
月
で
一
七
、

0
0
0
—

そ
の
他
晨
具
に
つ
い
て
も
夫
々
基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
な
お
参
考
ま
で
に
本
村
の
土
地
の
賃
貸
価
格
は
お
お

む
ね
次
の
通
り
で
す
。

役
当
り
）
最
高
中
庸
地

田
二
四
円

0
0
銭
一
六
円

0
0
銭

畑
―
二
円

0
0
銭
―
一
円

0
0
銭

宅
地
（
坪
当
り
）

二
0
銭
一

0
銭

火
災
の

最
低

五
円
四
0
銭

五
円
四
0
銭

シ
ー

1
1お
互

`

ｫ

9

`

?

 

一

①
で
知
こ
：
き
た
い
も
の
い
一

t

t

t

t

vｷ 

九
銭

ー
ー' 

注ズ
ン

意
I
I

今
年
も
い
よ
い
よ
火
災
の
ユ
＾
き
な
金
額
に
逹
し
て
い
ま

季
節
と
な
り
ま
し
た
。
ー
す
。

本
年
の
火
災
状
況
は
、
九
本
村
で
は
、
本
年
落
雷
に

月
末
日
で
群
馬
県
下
ニ
ニ
五
よ
る
火
災
一
件
と
ボ
ヤ
一
件

件
と
な
つ
て
お
り
、
昨
年
の
あ
り
ま
し
た
が
、
・
現
在
の
消

同
期
に
く
ら
べ
て
、
二
九
件
防
力
か
ら
み
ま
す
と
、
い
か

増
し
て
い
ま
す
。
そ
の
損
害
一
な
る
火
災
で
も
大
火
に
し
な

額
は
二
億
五
千
三
百
万
円
の
一
い
で
、
こ
れ
を
お
し
し
ず
め

［ためてよい心の口わるいものJ
`91"’’91-IIIIIII、一"'""•-"，山99-19999"、一""""-""ヽヽ"-• u•"'"-""""-""'"" 

—未納者には督促状が発付される一一

一滞納者はこの秋をのがさないように一—

昭和30年度前期に於ける村税牧納の状況（九月十三日現在．単位円）
但し牧納額は四月から九月までの分です。村民税（：：：：期四期）固定資
産税（四期）は含まれてません。

る
だ
け
の
力
を
も
つ
こ
と
は
村
民
の
皆
さ
ん
に
、
火
災
に

困
難
で
す
。
い
つ
そ
う
注
意
を
払
い
、
火

そ
こ
で
、
ど
う
し
て
も
皆
災
を
防
せ
ご
う
と
す
る
運
動

さ
ん
の
注
意
力
に
よ
り
、
火
で
す
。

災
を
末
然
に
防
ぐ
以
外
に
あ
子
供
の
火
遊
び
に
し
て
も

り
ま
せ
ん
。
一
こ
た
っ
、
あ
る
い
は
油
類
な

と
こ
に
昭
和
三
十
年
秋
の
＿
ど
皆
ん
な
、
不
注
御
か
ら
で

火
災
予
防
運
動
が
、
県
下
一
す
。
ま
た
煽
突
十
一
件
り
ま

円
、
十
一
月
二
十
六
日
よ
り
す
が
、
こ
れ
も
注
意
と
工
夫

十
二
月
二
日
ま
で
の
一
週
間
が
た
り
な
い
か
ら
で
す
。

に
わ
た
り
行
わ
れ
ま
す
。
村
民
の
皆
さ
ん
、
協
カ
一

こ
れ
は
、
消
防
団
の
消
防
致
、
注
意
と
工
夫
で
火
災
を

力
強
化
を
計
る
と
と
も
に
、
一
防
ぎ
ま
し
よ
う
。

鹿 ―目「うこ算一額□塵一定皇的慇＿納＿題末牧入額 牧入歩合
(1)普ー通 税 18.878.00017.233.630'10.554.486 6.679.144 61.2% 
村民税i 6.l56.°叫 5.758.360| 2.1 97.949 3.560.411 38.1 
固定賽産税 9.541. Joo| 9.534.743 6.471.830 3.062.912 67.8 
自転車荷車窟 1.07B.500: 1.rno.110; 1.074.650I 55.s201 95.o 
煙草消費税 1.298.6001 564,6401 564.6401 01 100.0 
電気ガス税 ~03. 7001 245.4171 245.4171 01 100.0 
木材引販税 1001 01 01 01 o.o 

(2)18法による税牧入 115.9001 ll'.3641 0¥ l16.R64¥ O.O 
計 18.993.900117.349.994110.554.4861 s. 795.5081 60.8 



(3) 昭和 8 0 年 11 月 1 日

小
作
料
を
改
正
す
る
こ
こ

と
は
、
長
地
改
革
当
時
か
ら

晨
林
省
で
考
え
ら
れ
、
そ
の

第

后
昭
和
二
十
五
年
に
当
時
の

小
作
料
を
七
倍
に
引
上
げ
る

暫
定
措
置
が
と
ら
れ
て
い
ま

し
た
が
、
こ
れ
は
い
ろ
い
ろ

の
比
較
上
と
か
く
の
比
判
が

あ
り
、
そ
こ
で
小
作
料
を
根

本
か
ら
改
正
す
る
必
要
に
せ

ま
ら
れ
晨
林
省
は
小
作
料
の

統
制
法
式
を
き
め
ま
し
た
。

村
の
晨
栗
委
員
会
で
は
こ

れ
に
よ
っ
て
、
小
作
地
を
一

筆
ご
と
に
罷
査
し
、
知
事
の

認
可
を
う
け
て
晨
地
毎
に
小

作
の
最
高
額
を
き
め
ま
す
。

こ
の
闘
査
の
や
り
方
と
し

報
て
は
、
旧
賃
貸
債
格
に
よ
る

か
、
あ
る
い
は
牧
星
か
、
又

は
生
歪
変
に
よ
る
か
、
晨
林

省
で
い
ろ
い
ろ
研
究
さ
れ
ま

廣
し
た
が
、
旧
賃
貸
価
格
に
よ

る
と
、
そ
の
額
が
大
た
い
、

小
字
ご
と
に
決
め
ら
れ
て
お

る
の
で
、
そ
の
小
字
の
中
に

は
立
派
な
晨
地
も
あ
り
、
ま

た
宅
地
な
ど
の
影
響
を
う
け

て
生
涯
刀
の
低
い
晨
地
等
も

あ
り
、
一
筆
ご
と
の
資
料
と

し
て
は
完
全
で
あ
り
ま
せ

ん
。ま

た
牧
量
謂
査
に
つ
い
て

も
、
耕
作
者
の
極
め
て
熱
心

な
人
や
、
そ
う
で
な
い
人
、

あ
る
い
は
肥
料
等
に
よ
つ
て

明 和 村

運

□ [
]
[
E
l
l
[
[

i
l
]
い
[
[
[
[
f
i
l
[
[

約
一
八
〇
貰
位
あ
り
、
十
一
一
升
、
安
ぬ
か
一
升
七
合
、
そ
の

月
に
出
産
予
定
と
の
こ
と
で
他
塩
、
コ
ロ
イ
カ
ル
等
合
計

し
た
。
約
二

0
0
円
。
汎
は
森
氷
ミ

家
族
は
広
さ
ん
夫
婦
に
父
一
ル
ク
と
契
約
し
拐
日
自
励
車

母
に
祖
母
さ
ん
と
子
供
の
九
i
で
引
取
り
に
来
て
い
ま
す
。

人
ぐ
ら
し
で
、
耕
作
反
別
畑
＿
配
合
飼
料
は
組
合
で
配
合

約
五
反
歩
、
田
六
反
二
畝
歩
『
謂
製
し
て
お
り
、
栄
養
的
に

父
千
代
吉
さ
ん
は
富
士
蛮
翠
し
か
も
格
安
で
、
好
許
を
受

け
て
い
る
と
の
こ
と
。
今
后

研
究
と
し
て
は
牧
草
の
田
の

に
勤
務
し
て
い
ま
す
。

裏
作
、
桑
畑
の
間
作
、
さ
つ

酪
農
を
取
り
入
れ
た
ど
う

き
は
、
昭
和
二
十
八
年
当
時
ま
い
も
ツ
ル
、
桑
の
落
薬
の

晨
協
組
合
長
で
あ
っ
た
駒
宮
利
用
等
が
考
え
ら
れ
て
い
る

新
＝
＝
さ
ん
が
、
曇
家
が
米
や
と
い
う
話
で
し
た
。

ー

も
大
き
く
左
右
さ
れ
、
ま
た

生
歪
費
調
査
に
つ
い
て
は
、

一
筆
毎
に
し
ら
べ
る
こ
と
は

相
当
困
難
で
す
。

そ
こ
で
今
度
改
正
に
た
る

小
作
料
の
基
と
に
た
る
調
査

は
、
士
地
の
実
情
を
科
学
的

に
開
査
採
点
す
る
方
法
が
と

ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
開
査
は
そ
の
士
地
の

自
然
的
条
件
と
労
動
条
件
と

さ
ら
に
水
害
関
係
等
に
分
け

て
調
査
さ
れ
ま
す
。

ま
ず
自
然
条
件
に
つ
い
て

は
、
そ
の
士
地
の
周
囲
の
情

況
や
土
地
の
力
と
水
利
の
関

係
を
、
労
働
条
件
に
つ
い
て

は
、
そ
の
士
地
を
耕
作
す
る

た
め
に
必
嬰
な
労
力
関
係
等

に
つ
い
て
詞
べ
、
田
は
最
高

四
千
点
．
畑
は
三
千
点
以
下
＇

に
そ
れ
ぞ
れ
採
点
さ
れ
ま
す

が
、
さ
ら
に
こ
の
点
数
を
十

五
級
に
分
類
し
て
、
そ
の
土

地
の
小
作
料
が
き
め
ら
れ
ま

す
。こ

の
分
類
表
は
下
表
の
通

り
で
す
。

゜ 号

小
作
料
炉
改
正

新
し
い
方
法
て
小
作
料
を
き
め
る

-, 

.. ~
 

ー
当
額
ー
t
t
_

-
1
2
3
4
6
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
 

9
覧
8
6
8
2
7
8
7
4
7
0
6
6
6
2
6
8
5
4
5
1

ぷ

3
9
3
5
3
1

-
1
り
-

o

l

oJ
ololol
oJ
olol
oJ
o
l
o
l
o
l
o
l
o
l
l
 

の
値
-
2
1
0
9
8
7
6
5
4
3
2
1
0
9

............. 

数

2
2
2
1
1
1

J

1
1
1
1
1
1

~~~~~~~~~~~~~~~ 

糾

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

畑
士

0
0
2
0
1
0
0
0
9
0
8
0
7
0

的
5
0
4
0
的
2
0
l
e
0
0
9
0

............... 

3
2
2
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
 

9
9
,
 

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
 

i
当
額
一
円

部
歩
ー
5
9
3
7
1
5
9
3
7
1
5
9
3
7

一
又
l
l
.
4
3
2
2
1
1
0
9
9
8
8
7
6
6
5

1
り
一
も1
£
l
.
Lー
・

一
の
値

2
0
1
．
燐7

6
1
．
四
4
6
1
5
1
6
1
．
図

8
5
1
．
屈
5
5
1
.
4
0
1
5
1

数

3
3
2
2
2
2
2
2
2
1
1
1
1
1

~~~~~~~~~~~~~~~ o
o
o
o
団
0
0
5
0
0
0
5
0
0
0
5
0
0
0
5
0
O
O
5
0
0
0
5
0

地

国
士

o
2
0
9
7
6
4
3
1
0
8
7
5
4
2

............... 

-
A
3
3
2
2
2
2
2
2
2
1
1

ー

1
1

地
級
級
級
級
級
級
級
級
級
級
級
級
級
級
級
級

0
1
2
3
4
5
 

等

1
2
3
4
5
6
7
8
9
ー
ー
1
1
1
1

晨
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量
[
[
[
]
[
t
`
賢
芦
／
，
口
忠
也
女

;
]
[
]
[
[
5
"
[
[
L

』

乳
兒
の
部
―
`
》

,
/
b
.

ヽ
｀
t
襲
的
の
壁
が
な
い
と
誰
が
い
ー
を
持
つ
こ
と
を
切
苗
し
て
や

江
森
精
治
長
女
習
嗅
記
（
梅
一
、
＾
’
f
,
'
、
ざ
>
ヶ
]
い
ぎ
れ
る
で
し
よ
う
。
婦
人
一
み
ま
せ
ん
。

原
）
北
島
和
夫
長
男
純
夫
（
田

.. 

一
]
F
^
3
,
t
、

,
9

．
，
し
の
意
見
が
頭
か
ら
女
の
考
え
千
江
田
地
区
婦
人
会
長

島
）
斎
藤
濡
長
女
光
代
（
大

-
9

ン
や
↓
'
?
^
]
と
し
て
い
ら
れ
な
い
場
合
は
多
田
と
み

言
出
j
B
[
口
.
々
i
-
i
り
~
ー
1

男
一
雄
（
千
津
井
）
篠
木
雄
、
ら
久
，
＇
嗜
れ

'
,
‘
3

大
字
千
津
井
園
部
長
松
命
は
．

二
男
日
三
夫
（
大
佐
貫
）
田
一
・
中
知
塁
＇
、

9

←
桑
一
<
-
果
梱
の
定
植
期
に
な
り
ま
十
月
二
十
五
日
午
后
四
時
脳

報
口
耕
平
長
男
範
夫
（
大
輪
）
―

9

：
令
容
巧
；
：
し
た
。
秋
植
は
翌
年
の
発
育
溢
血
の
た
め
逝
き
さ
れ
ま
し
一

奈
良
源
蘊
―
―
女
京
子
（
田
島
一
：
帽
，

9，
.
>
一
が
い
い
の
で
、
平
坦
地
方
で
た
。

）
藤
野
徳
蔵
長
女
光
子
（
川
一

‘
9
"紅
，
i
は
で
き
る
だ
け
秋
植
に
し
た
＾
品
は
明
治
四
十
五
年
一
月
千

廣
包
今
成
久
雄
一
＝
女
満
喜
子
＇
，
＾

9
,

i
^
ふ
ご
，
．

9
}
9
-

ほ
う
が
有
利
で
す
。
江
田
村
会
議
員
に
当
選
以
来

＇
心
＾
七
、
八
月
に
つ
め
た
ェ
ン
引
続
き
昭
和
二
十
二
年
四
月
．

叫
国
『
し
じE慧
臼
口
薗
店
紺
閏
聞

和
司
長
男
武
（
梅
原
）
長
島
羹
自
衛
官
に
か
ら
、
や
り
方
や
黛
な
ど
は
五
年
有
余
の
長
年
月
を
も
つ

三
女
恭
子
拿
津
井
）
町
田
新
普
及
員
に
相
談
し
ま
し
よ
ば
ら
村
行
政
の
た
め
身
を
捧
．

一
郎
長
男
俊
夫
盆
南
大
島
）
奥
村
て
九
人
が
応
募
ぅ
。
き
た
ね
の
空
洞
病
は
、
げ
、
そ
の
間
郡
内
に
お
け
る
＇

開
沢
鹿
男
長
男
貞
雄
（
江
口
）
水
は
け
が
悪
い
と
き
、
チ
ッ
あ
ら
ゆ
る
公
職
に
就
き
、
村

野
村
和
四
郎
長
男
明
（
南
大
本
年
度
第
二
次
自
術
官
の
一
い
ま
す
。
本
村
は
募
集
目
標
ソ
肥
料
の
や
り
す
ぎ
、
キ
ス
と
い
わ
ず
郡
と
一
字
わ
ず
そ
の
i

邑
神
谷
富
次
長
男
吉
幸
（
募
集
は
十
月
十
一
＝
日
を
も
っ
一
六
人
に
対
し
九
人
が
応
募
し
ジ
ノ
ミ
ム
シ
の
害
を
受
け
た
の
こ
し
た
功
筐
は
馘
に
偉
大

梅
原
）
野
木
村
武
雄
二
女
節
て
締
切
り
と
な
り
ま
し
た
が
一
一
五

0

％
の
成
績
で
す
。
と
咽
な
ど
に
発
生
し
や
す
い
た
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。
第
｝

子
（
江
黒
）
額
下
恒
男
二
男
今
回
は
前
回
に
比
較
し
て
全
＿
自
衛
隊
は
わ
が
国
の
平
和
も
の
で
す

0

一
線
よ
り
引
退
後
も
村
の
元

克
己
（
新
里
＞
吉
永
太
茂
長
女
国
的
に
低
謂
で
あ
っ
た
と
の
一
と
独
立
を
守
り
国
の
安
全
を
無
病
で
傷
が
た
い
苗
を
う
老
と
し
て
何
か
に
つ
け
て
相

知
代
子
（
梅
原
）
こ
と
で
ず
。
然
し
本
村
は
予
保
っ
た
め
直
接
侵
略
及
び
間
え
る
こ
と
が
大
切
で
す

0

談
相
手
と
な
り
、
全
く
命
の

惣
以
上
の
好
成
績
を
お
さ
め
接
侵
略
に
対
し
わ
が
国
を
防
全
生
涯
は
地
方
自
治
の
た
め

幼
兒
の
部
る
こ
と
か
で
き
ま
し
た

0

衛
ず
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
〔
俳
〕
〔
句
〕
に
捧
げ
た
と
い
つ
て
も
過
言

も
の
で
あ
り
ま
す
。

吉
永
雅
光
長
女
真
智
子
（
梅
邑
楽
郡
の
募
集
目
標
は
四
今
回
応
募
さ
れ
た
こ
れ
ら
佐
中
生
作
品
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

原
）
柿
沼
鶴
一
一
郎
長
男
匡
仁
一
十
五
人
で
、
応
募
者
三
十
九
の
人
々
も
充
分
活
躍
さ
れ
る
こ
こ
に
翁
の
死
を
い
た
＜
惜

―
-
B

川
島
聖
子

（
江
口
）
金
子
恵
―
二
女
洋
人
。
八
六
・
七
％
と
な
っ
て
こ
と
で
し
よ
う
。
し
む
と
共
に
、
そ
の
遺
業
を

柿
の
実
が
わ
ず
か
に
の
こ
る

日
た
た
え
、
御
冥
隅
を
新
り
ま

池
の
端

ー
｛
子
供
の
行
儀
を
指
導
す
る
そ
れ
は
必
ず
眼
に
現
わ
れ
ま
る
こ
と
は
、
注
意
の
集
中
が
す
。

` 

月
i
と
き
に
、
第
一
に
注
意
し
な
す
。
い
つ
で
も
お
父
さ
ん
や
で
き
て
い
る
証
拠
で
す
°
教
二

B

小
川
由
紀
子

1
}け
れ
ば
た
ら
な
い
の
は
、
子
お
母
さ
ん
の
眼
を
、
ま
と
も
室
で
も
先
生
の
眼
を
見
て
い
虫
の
手
日
を
き
き
つ
つ
祖
舟
の

ー
一
の
眼
の
つ
け
ど
こ
ろ
で
す
。
に
見
て
話
す
よ
う
な
子
供
で
る
子
供
は
、
た
い
が
い
で
き
一
周
悪

年
人
に
話
し
r.................................................................................. 鴫
．
る
子
で
、
で
き
一
B
田
口
和
行

＂
賢
い
＿
眼
の
つ
け
ど
こ
ろ
一
訳
昇
謬
[
げ
い
贋
店
ぷ
岱

-
A

斎
藤
泰
弘

を
き
く
よ

5．
ー
・
・
・
一
●
m
-

.................. m
 
...... 
-•, 
... l

-... -....... -g ....... i
・
・
・
ー
·
-
i
i
た
め
、
眼
の
動

，
う
な
時
は
、
そ
の
眼
を
相
手
あ
れ
ば
、
た
い
が
い
ウ
ソ
は
き
が
甚
だ
散
慢
で
あ
る
の
が
秋
睛
に
二
つ
並
ん
だ
飛
行
震

―
-
A

大
沢
愛
次

の
眼
に
ま
と
も
に
向
け
る
よ
っ
か
な
い
も
の
で
す
。
常
で
す
。

1
1
伏
見
猛
豫
著
「

豆
ば
ぱ
員
り
い
闘
い
尉
賢
げ
賛
。
這

□
竺
昇
丘
や
稲
刈
り
終
つ
て
親

ー

~
9
,
’
~
,
.
,
~
l

(4) Q
ヘ

〖
赤
ち
ゃ
ん

優

夏
コ

ク
ー
炉
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ど
ぶ
ろ
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と
罪

な
ら
な
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つ
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つ
て

出
来
た
米

汗
と
涙
て



(1) 昭和 3 0 年 1 2 月 1 日

本
村
の
大
部
分
の
耕
地
一

-
0
二
町
歩
を
区
威
と
す
る

明
和
土
地
改
艮
区
は
、
昨
年

十
二
月
改
艮
区
を
糾
繊
し
て

以
来
、
村
の
事
業
で
あ
る
地

籍
諒
査
串
業
と
並
行
し
て
土

地
改
良
の
計
画
を
進
め
て
県

一
営
事
業
は
本
年
正
月
、
団
体

報
営
事
菜
ほ
八
月
計
画
を
終
り

晨
林
省
に
夫
々
提
出
し
て
あ

り
ま
し
た
が
、
両
者
共
十
月

廣
の
末
正
式
に
詑
可
に
な
り
ま

し
て
、
愈
々
工
事
に
癖
手
し

得
る
段
階
に
到
逹
致
し
ま
し

村
た
の
で
、
事
業
の
内
容
を
簡

単
に
設
明
致
し
ま
す
。

先
ず
士
地
改
良
の
目
的
で

n
"

す
が
、
こ
れ
は
云
う
迄
も
な

く
現
在
本
村
の
耕
地
に
は
、

手

道
路
は
き
わ
め
て
少
く
、
運

明
一
搬
に
非
常
に
不
便
の
処
が
多

く
、
又
水
田
は
水
路
の
数
が

少
な
い
の
で
、
か
ん
が
い
す

る
に
も
困
難
の
上
、
冬
は
低

第 ー ー 号

印刷所斎賑印脚所
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こ
の
団
体
営
の
区
画
整
理
が
村
に
来
て
測
羅
中
で
あ
り

の
計
画
は
未
だ
測
乱
が
全
部
ま
す
。

終
ら
t
い
の
で
、
こ
の
度
認
団
体
営
の
方
は
、
前
記
の

可
に
な
っ
た
の
は
東
武
線
ょ
西
部
地
区
は
本
年
度
に

H
事

り
西
の
全
部
約
四
0
0
町
歩
た
冠
手
十
る
こ
と
に
な
り
ま

の
地
城
で
あ
り
ま
す
。
し
た
。

東
の
地
域
は
、
現
在
計
固
東
部
地
堅
は
来
年
度
か
ら

中
で
一
―
-
+
―
年
度
の
認
可
を
貯
手
出
来
る
予
定
で
あ
り
ま

潟
と
な
つ
て
裏
作
は
殆
ど
不
A
罪
営
は
国
の
補
助
が
五
C
%
-

受
け
る
予
定
で
あ
り
ま
十
0

す
か
ら
、
宋
年
か
ら
は
、
県

可
能
の
状
態
で
あ
り
ま
す
。
一
県
の
補
助
が
二
五
％
改
艮
区何

時
頃
か
ら
工
事
に
か
4

営
が
初
ま
り
団
体
営
も
西
部

こ
の
最
も
鉄
点
で
あ
る
排
一
が
一
一
五
％
で
あ
り
ま
す
の
に

る
か
と
い
ヽ
ま
す
と
、
県
営
と
東
部
と
別
々
に
初
ま
り
、

水
不
良
を
解
決
す
る
た
め
、
一
団
体
営
は
、
国
が
一
―

1
0％
県

は
三
十
年
度
は
完
全
t
工
事
三
本
建
で
工
事
す
る
と
と
に

排
水
路
を
作
る
こ
と
が
士
地
i
は
な
く
、
残
り
七

0
％
は
改

ー
を
行
う
た
め
実
施
計
画
と
い
な
り
ま
す
。

改
艮
事
業
最
大
の
目
的
で
あ
；
只
区
の
負
但
で
、
こ
の
様
に

つ
て
、
今
一
度
問
密
に
測
址
以
上
が
、
明
和
士
地
改
良

り
ま
す
。
大
き
な
差
が
あ
る
の
で
す
。

調
査
を
し
て
計
回
を
樹
て
直
事
業
の
概
英
で
あ
り
ま
す
が

こ
の
排
水
路
を
作
る
に
当
和
て
今
回
認
可
に
な
っ
た

す
だ
け
で
あ
り
ま
し
て
、
工
村
民
の
皆
様
の
絶
大
な
御
協

つ
て
は
、
こ
の
改
良
区
の
面
事
菜
の
大
略
を
説
明
し
ま
す事

は
一
―
―
十
一
年
度
か
ら
県
且
力
を
願
い
ま
し
て
当
事
業
の

積
が
非
常
に
広
大
で
あ
る
た
一
と
、
県
営
利
根
加
用
水
の
最

ら

H
事
を
行
う
こ
と
に
な
り
f
i
l
滴
な
途
行
を
計
り
一
日
も

摩
の
規
模
が
大
き
な
も
の
一
も
悪
い
旧
佐
貫
地
内
を
コ
ン

ま
す
。
一
早
く
目
的
を
達
し
た
い
も
の

に
な
り
、
従
つ
て
エ
喪
が
莫
ク
リ
ー
ト
で
浩
，
り
ま
す
。

こ
の
た
め
既
に
県
の
係
員
と
存
じ
ま
す
。

大
と
な
り
ま
す
。
そ
の
経
栽
排
水
は
利
根
川
堤
防
よ
り

を
節
減
す
る
た
め
工
事
を
二
谷
田
川
へ
向
け
て
排
水
路
を

つ
に
分
け
て
幹
線
は
県
営
、
一
五
本
浩
り
、
平
常
の
排
水
は
梅
中
建
築

支
線
は
改
良
区
で
施
工
す
る
一
こ
れ
で
充
分
目
的
を
逹
す
る

団
体
営
と
す
る
方
針
を
樹
て
＿
様
に
致
し
ま
す
。
爺
i
々
帥
〖
渚
i
に
の
る

合
併
以
来
の
永
い
随
案
と
ま
り
具
体
的
な
問
題
に
つ
い

た
の
で
あ
り
ま
す
。
一
だ
が
大
洪
水
と
な
っ
た
時

な
つ
て
い
た
梅
島
中
学
校
増
て
検
討
が
加
え
ら
れ
、
愈
々

こ
れ
は
ち
ょ
う
ど
人
間
の
一
は
、
こ
の
排
水
路
が
役
に
た

築
問
題
も
こ
の
程
よ
う
や
く
近
々
中
に
謄
工
の
運
び
と
な

背
骨
を
県
営
で
造
り
肋
骨
を
一
た
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
そ

メ
ド
が
つ
い
た
の
で
十
一
月
る
模
様
で
す
。

団
体
営
で
造
つ
て
、
完
全
な
一
の
時
の
用
意
に
各
排
水
路
を

も
の
に
す
る
と
い
う
わ
け
で
横
に
連
絡
し
た
水
路
を
新
設

す
。
し
て
排
水
を
一
ケ
所
に
集
め
臨
時
索
会
に
提
案
即
日
可
決
一
公
平
委
員

ー
事
業
の
内
容
は
普
通
教
室
初
会
議

馨
の
点
で
あ
り
ま
す
が
そ
こ
に
大
き
い
排
水
の
ボ
ン
＿
さ
れ
ま
し
た
。

ー
ニ
、
特
別
教
室
一
、
そ
の
他
＿
本
村
の
公
平
委
員
会
の
初

，
＾
る
。
フ
を
設
置
し
て
利
根
川
に
直

附
属
建
物
で
木
造
平
家
建
、
＿
会
議
は
十
一
月
十
二
日
午
前

一
接
排
水
す
る
こ
と
に
な
り
、
一

の
そ
の
費
用
が
現
在
―
二

H
O

中

0
萬
円
で
あ
り
ま
す
。
一
総
坪
数
は
九
一
坪
二
万
（
八
一
九
時
役
場
に
招
集
さ
れ
ま
し

一
一
月
十
五
日
附
本
紙
に
詳
細
に
こ
」

0

日
比
野
和
吉
、
述
見
密

測
ー
登
戦
）
で
、
総
事
業
費
一
三
日
一
吉
、
田
口
開
蔵
の
各
委
負
全

鼠
一
次
に
改
良
区
で
行
う
団
体
―萬

円
で
あ
り
ま
す
。
員
出
席
し
斎
藤
村
長
か
ら
開

を
＿
営
事
業
は
、
利
根
加
用
水
か
＿

財
源
措
慨
と
し
て
は
国
庫
会
の
挨
拶
が
あ
り
日
程
に
入

内
―
ら
分
流
す
る
各
耕
地
の
用
水

地
員
ー
路
を
新
設
改
修
し
興
営
で
施

谷
所
ー
補
助
金
十
八
萬
円
、
村
似

l
-
h
、
委
員
の
任
期
の
く
ぢ
が

百
萬
円
で
、
尚
こ
の
不
足
額
行
わ
れ
、
二
年
、
―
-
―
年
、
四

中
務
i
行
し
た
各
排
水
路
に
向
つ
て

＿
約
八
十
二
萬
円
は
村
の
市
禁
i
年
と
そ
れ
ぞ
れ
委
員
の
仔
期

字
事
一
小
さ
い
排
水
路
を
造
り
、
同

大
良
一
時
に
耕
作
道
路
を
湖
る
工
事

村
改
袈
の
削
減
、
そ
の
他
二
塁
一
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

和
地
一
で
あ
り
手
。
算
の
圧
縮
に
よ
り
生
じ
た
喪
一
次
い
で
委
員
艮
の
裁
た
こ
に

明
土
一
こ
の
様
に
道
路
水
路
を
新
用
を
財
源
と
し
て
建
築
毀
に
入
り
互
還
の
結
果
、
委
口
狂
·

一
設
す
れ
ば
現
在
の
土
地
の
形
ふ
り
向
け
た
わ
け
で
あ
り
ま
一
に
迅
見
喪
吉
氏
同
代
理
に
田

一
は
変
つ
て
来
る
の
で
、
従
つ
す
。
一
口
開
蔵
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し

て
区
画
の
整
理
も
同
時
に
行
こ
れ
に
よ
り
一
応
の
予
算
一
た
。
次
い
で
委
員
会
規
則
の

わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
措
置
も
で
き
梅
中
校
舎
の
増
一
審
議
そ
の
他
委
員
会
団
常
上

尚
畑
の
部
分
に
も
水
路
を
築
も
愈
夕
軌
灌
に
の
つ
て
き
一
の
諸
問
題
の
討
議
が
行
わ
れ

一
作
っ
て
陸
稲
等
の
畑
地
か
ん
た
感
が
深
め
ら
れ
ま
し
た
。
西
回
職
員
給
与
の
実
態
に
つ
い

が
い
を
簡
単
に
行
へ
る
様
に
尚
十
一
月
二
十
八
日
に
は
一
て
も
種
々
検
討
さ
れ
、
正
午

一
致
す
予
定
で
あ
り
ま
す
。
村
の
難
築
委
員
百
余
名
が
集
＿
近
く
微
会
し
ま
し
た
。

（写冥説明）

明
和
±
地
改
良
事
業

待
華
の
工
事
着
手
心
近
し
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直
発行所

編忠人
発行人

明和村役場

和田実
奈良庄次郎

-N 



ス
議
見
し
す
非
ま
＜
円

ン
―
―
麺
麟
言

`
m
虹
釦
麟9
5隠
直
＇

％
．
合
て
当
に
す
い
か
現
耀
0
4
9
6
6
9
l
l
1
7
1
8
5
9

師
7
1

ャ
組
い
、
力
で
願
に
日
ー
1
2
1

9
-

―
税
つ
が
強
り
お
落
2
0
-

チ

8
に
り
納
に
す
て
通
に
部
項
別
一
谷
島
誓
田
井
口
墨

れ
ば
り
題
ま
得
の
切
の
〇
字
＿
大
汀
汀
合
津
一

贈
与
財
産
に
つ
い
て
、
そ
と
見
な
さ
れ
て
扱
は
れ
ま
の
率
ヴ
ん
亘
問
り
を
記
う
‘
れ
詞
大
一
中
南
上
下
斗
千
汀
田
一

琥
の
眠
与
を
う
け
た
も
の
が
、
下
。
で
す
か
ら
阻
与
等
を
行
納

~
5

が
恥
疇5
5
Eい
5
.
]
頌
ー

1
1
1
1

ー
納
税
義
務
者
と
な
り
ま
す
。
っ
た
蝸
合
は
、
再
評
価
の
差

{
R牧
落
一
両
納
の
御
し
額
さ
は
納
一
円
．

ー
い
わ
ば
、
相
続
税
の
補
完
税
額
に
対
し
て
、
百
分
の
六
の
税
徴

7
2
5頑
昇
”
麟
町
釦
麟
”
一
霜
聾
皇

·
と
見
て
、
ょ
ろ
し
い
も
の
で
税
金
が
か
ヽ
り
ま
す
。
完
あ
．
面
ま
ん
な
別
完
る
粕
2
6
6
8
5
8
0
6
2
8
7
(
4
0
勾
計
―

第
す
。
た
ゞ
相
続
税
と
違
っ
た
再
評
価
差
額
と
い
う
の
は
納
税
2
4
当
し
さ
に
字
に
け
5
0

蜘
3
J

1
1
1
-

点
は
、
毎
年
、
一
月
一
日
か
平
た
く
い
え
ば
、
終
戦
当
時
は
寸
~
一
＿
月
、
致
皆
と
大
月
於
ょ
字
一
輪
賀
俣
貝
島
谷
里
原
合
―

太

l
l
し
い
は
こ
の
の
に
し
大
名

ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
一
円
の
品
物
が
今
―
―1
0
0円
月

l＿
る
催
伺
て
る
在
こ
春
で
字
佐
ケ
i

ー
ケ
年
間
に
贈
与
を
う
け
た
し
て
い
る
と
但
定
し
ま
す
と
2

去
開
お
し
め
現
も
。
来
と
大
大
須
川
大
矢
入
新
梅
―
―

財
産
の
総
額
で
、
こ
れ
か
ら
こ
の
差
額
だ
け
名
目
的
で
あ
1

．
を
を
ま
す
．
と
す
こ

一
年
を
通
じ
十
万
円
の
基
礎
り
ま
す
が
増
し
て
い
る
わ
け
一
、

....................................................................... 

, ...... 

ー
・
・
・
・
・
・
・
・
・
f
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誓
が
あ
り
、
そ
の
税
率
は
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
名
目
的
＿
昭
和
橋
改
修
促
進
た
が
、
．
こ
の
程
成
案
を
得
た

の
で
十
一
月
村
議
会
に
提
案

カ
で
、
こ
の
再
評
価
差
額
の
合
期
成
同
盟
結
成
さ
れ
る
可
決
さ
れ
、
十
二
月
一
日
よ

十
万
円
碁
礎
控
除
後
の
金
額
所
得
に
対
し
て
か
：
る
税
金
一

り
施
行
さ
れ
る
と
と
に
な
り

i
ま
し
た
。

二
0

万
円
以
下
一
五
％
計
か
ら
十
五
万
円
を
控
除
し
本
村
地
先
利
根
川
に
架
け
者
多
数
集
ま
り
地
元
邁
出
の
―

二
0
万
円
を
超
え
る
金
額
ー
た
残
額
に
対
し
て
か
；
り
ま
ら
れ
て
い
る
昭
和
梱
は
そ
の
各
国
会
議
員

0

県
議
会
誤
員

二
0
％
す
°
改
正
の
主
な
る
点
は一腐
朽
甚
だ
し
く
、
危
険
さ
え
等
を
招
き
種
々
対
策
を
椒
討

敬
五
0

万
円
を
超
え
る
金
額
納
税
義
務
者
は
贈
与
者
ま
＿
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
し
昭
和
檎
改
修
促
進
期
成
同
一
財
務
悶
を
税
務
課
に
改
め
、

二
五
％
た
は
隈
渡
し
た
も
の
で
す
。
き
ま
し
た
。
盟
を
結
成
し
、
そ
の
筋
に
そ
ー
同
課
の
所
管
に
属
し
て
い
た

財
政
事
務
が
総
務
課
に
移
管

さ
れ
た
。

と
な
っ
て
居
り
ま
す
。
一
こ
れ
と
関
連
し
ま
し
て
、
不
そ
れ
に
＞
き
か
え
交
通
は
れ
ぞ
れ
陳
情
し
一
日
も
早
く
一

財
産
評
価
は
相
続
税
の
場
動
産
を
ゆ
づ
り
l
j
け
ま
す
と
益
み
ひ
ん
繁
の
度
を
加
え
、
昭
和
橋
が
改
修
さ
れ
る
よ
う
＿

隕
合
と
概
ね
同
様
で
す
。
県
税
で
あ
る
不
動
産
販
得
税
群
馬
、
栃
木
よ
り
の
東
京
え
英
望
し
ま
し
た
。
一
尚
、
別
に
会
計
事
務
局
が

再
評
価
税
（
税
率
一
＝
％
）
が
か
か
り
ま
の
重
要
な
る
関
門
と
な
っ
て
ー
ー
|
_
―
設
置
さ
れ
、
財
務
課
に
属
し

再
評
価
税
に
つ
い
て
は
、
す
。
い
ま
す
。
役
場
機
構
ー
広
豆
謬
心
渭
汀
謬

和
余
り
知
ら
れ
て
い
な
い
と
思
晨
地
を
贈
与
す
る
場
合
に
そ
こ
で
こ
れ
が
改
修
を
促

以
上
の
点
が
主
な
改
正
の

は
れ
ま
す
。
於
て
は
、
知
事
の
許
可
を
う
進
す
る
た
め
に
邑
楽
町
村
会
一
血
叩
叫

5
l
E
た
。

こ
れ
は
個
人
の
固
定
資
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
並
び
に
館
林
市
が
主
と
な
っ

和
産
、
非
事
業
用
賽
壼
に
つ
い
の
で
、
村
の
晨
業
委
負
会
へ
て
、
き
る
十
一
月
十
九
日
邑
財
努
課
を
税
努
課
に
要
点
で
す
。

て
、
隕
与
や
匿
渡
が
あ
っ
た
一
申
請
す
る
必
要
が
あ
り
ま
桑
会
館
に
郡
市
内
の
各
市
町
役
場
内
の
機
硝
改
革
に
つ
繊
宮
豆
報
酬

場
合
、
再
評
価
が
わ
は
れ
た
す
。
一
村
長
議
会
議
員
そ
の
他
脚
係
い
て
は
鋭
意
研
究
中
で
あ
っ
二
割
引
下
げ

明
十
一
月
二
十
一
日
開
会
の

ヽ
ー
ノ
＼

l

）
)
)
)
)
ノ
ー
す

(
1

臨
時
議
会
に
お
い
て
議
員
報

か
ら
た
を
害
す
る
一
寄
国
一
困
釘
匠
甘
’
酬
の
引
下
げ
が
議
決
さ
れ
、

（
（
（
（
（
（
（
次
の
よ
う
に
決
定
さ
れ
ま
し

•
1

の
便
を
検
査
し
て
各
人
の
寄
ー
こ
。

函
で
長
二
万
円
（
四
千
円
滅
）

群
馬
県
民
の
寄
生
虫
を
持
己
駆
除
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
が
ち
で
す
が
、
腸
の
中
に
て
生
虫
を
謂
査
す
る
こ
と
に
な
一

副
議
長
i
万
五
千
円
(
-
=

つ
て
い
る
割
合
は
、
銅
虫
が
ん
。
寄
生
虫
は
外
の
病
氣
の
栄
養
分
を
吸
牧
し
ま
す
の
で
り
ま
し
た
し
つ
い
て
は
一
人

t
千
円
減
）

平
均
約
八
0
％
と
い
わ
れ
て
よ
う
に
、
ハ
ッ
キ
リ
と
解
ら
子
供
は
発
育
を
さ
ま
た
げ
、
の
調
査
洩
れ
も
た
い
よ
う
是

議
員
一
万
二
千
円
（
三
千

お
り
、
一
六0
万
黙
民
と
し
な
い
の
で
、
な
お
ざ
り
に
し
成
人
は
健
康
を
そ
が
い
し
ま
一
非
御
協
力
下
さ
い
。

て
、
尖
に
1
-
―1

0万
人
が
皆
磁
心
一
円
滅
）

日
胃
冑
[
[
]
声
＿
新
し
い
年
か
ら

1

り
ま
す
0

農
村
は
、
野
菜
に
寄
雰
．
家
計
簿
を

「
生
活
に
ゆ
と
り
が
で
き

月
便
を
つ
か
う
の
で
、
ど
う
し

た
ら
」
と
い
つ
て
い
た
ら
、

2

て
も
寄
生
虫
を
駆
除
す
る
こ
t
.
‘

い
つ
ま
で
も
貯
蓄
は
で
き
ま

1

と
が
困
雄
で
す
。

せ
ん
。

年
こ
れ
を
駆
除
す
る
に
は
、
＿

]
5＼
：
哀
恙
ま
ず
予
算
を
立
て
て
生
活

0
便
の
処
理
を
骸
底
的
に
改
筈
亨
：
＇
f

し
ま
し
よ
う
。

3
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一
家
計
の
む
だ
を
は
ぷ
い
て

和
こ
の
た
め
に
厚
生
省
で
は
、

E
出

"
、
ダ
＂
伝
ー
貯
菩
を
生
み
出
し
、
合
理
的

召
改
艮
便
所
、
野
だ
め
の
設
四
芸
心
と

n

二
硫
化
炭
素
等
に
よ
っ
て
、
力
む

寄
生
虫
卵
を
殺
す
こ
と
を
奨
は
柑
江
く
ら
し
を
立
て
ヽ
ゆ
く
に

励
し
て
お
り
ま
す
が
、
:
―
れ
i
珀
＿
は
、
家
計
簿
を
活
用
す
る
の

と
共
に
駆
虫
奨
を
つ
か
つ
て
松
心
＿
が
一
番
の
早
道
で
す
。

/ｷ 

(2) 2
ペ

知
こ
訟
き
た
い
心
の

函
曰
〔
月
与

税

の

巻
〕



ー ー 号

お年玉はがきて―l

l— 一明るい社会を

例年行われている、お年玉つき郵便は

がきの売さばきが．十一月十五日から

始められました。

これは、在円の内一円か社会福祉事業

に寄附され＇両親のない孤児牧容所や

手や足の不自由な者の扮諮所、羞老院
更生保謡施設等の経費にあてられ、不

幸な方，，の救済につかわれるものです

このたび区長さんを通じて、鉗戸へ購
入して戴くようお願いしてありますが

何分村民の皆さんの御協力をお願い致

します。

東

結毛

地
区
に

核
療
養
所
開
設
さ
る

日
本
は
結
核
の
国
と
も
い
毛
地
区
に
全
臨
で
も
三
つ
の
一
の
炭
羞
所
な
の
だ
。
さ
す
が
―

わ
れ
ま
す
。
昔
か
ら
不
治
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
生
れ
に
厚
生
省
が
、
一
低
五
千
萬
一

第
病
と
し
て
嫌
が
ら
れ
た
こ
の
ま
し
た
。
円
の
経
費
を
掛
け
て
全
国
の
一

病
氣
も
、
今
は
化
学
の
進
歩
去
る
十
六
日
こ
の
療
養
所
一
モ
デ
ル
と
し
て
作
っ
た
だ
け
一

で
幾
多
の
新
薬
が
生
れ
治
僚
を
尋
ね
て
み
た
、
小
泉
町
か
に
、
そ
の
建
築
の
近
代
的
感
一

も
研
究
さ
れ
、
不
治
の
病
で
ら
西
へ
約
二
粁
、
伊
勢
綺
行
覚
に
田
舎
者
は
證
い
て
し
ま

は
な
く
な
っ
た
。
．
の
パ
ス
沿
線
に
群
馬
県
立
東
っ
た
。
こ
れ
が
日
本
か
と
疑
一

ス
ト
レ
プ
ト
マ
イ
シ
ン
や
一
毛
結
核
療
養
所
入
口
と
大
き

5

ば
か
り
、
病
舎
は
予
棟
、

パ
ス
等
、
結
核
に
画
期
的
な
な
立
看
板
が
あ
り
、
そ
こ
か
全
部
平
屋
の
洋
館
に
て
、
窓

治
療
が
開
か
れ
、
早
く
さ
え
．
ら
二
百
米
程
南
へ
行
く
と
、
は
大
き
く
、
そ
の
明
る
さ
、

治
捺
す
れ
ば
、
必
ず
治
る
様
百
松
林
と
雑
木
林
に
囲
ま
れ
た
設
備
の
あ
ま
り
に
も
立
派
さ

に
な
っ
た
。
一
丘
陵
地
に
、
モ
ダ
ン
ナ
洋
館
は
、
皆
な
一
度
こ
ん
な
室
に

今
度
こ
の
療
羞
所
が
、
東
が
あ
ら
わ
れ
る
。
こ
れ
が
そ
入
っ
て
見
た
い
と
羨
や
む
佳

•
こ
゜t
 

、
一
歩
戸
外
に
出
れ
ば
紅
葉

:
9
、
`
9
,
'

9

ィ
＇
i

，
し
た
雑
木
林
の
中
に
点
々
と

炉

t
‘
f

1

訟
の
緑
が
映
え
、
林
の
中
は

5

び
1

無
数
の
ス
ス
キ
が
銀
色
に
輝

地

，
番
き
、
そ
の
湾
新
さ
は
絵
の
様

報
[
9拿
―
ら
心
景
口
賛o

c
o
c

籍
つ
屯

麟
〖

□
“
4
`
^
｛
，
全
高
特
に
学
章
病
棟
に
置
護
学
校

廣
亨
i
il
li
言
言
翫
竺
赤
ち
ゃ
ん
例
剛
か
]
①

村
9
]』
jl
[

i
□甘
[
[
且
―
‘
育
児
の
目
的
し
も
言
ら
な
い
が
、
人
間
と

ぃ□
5

平
へ
馬
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
一
わ
が
子
を
丈
夫
に
り
つ
ば
一
し
て
の
育
児
に
は
人
間
と
し

-
1
,
'

群
敷
地
総
坪
数
一
に
育
て
あ
げ
る
こ
と
は
、
子
一
て
他
の
動
物
と
は
違
っ
た
特

和
g
,
}
^
]
二
ニ
、
七
二

0

坪
一
を
持
つ
親
と
し
て
誰
し
も
の
徽
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

”
建
物
総
坪
数
念
願
で
あ
り
ま
す
、
育
児
の
一
そ
れ
は
愛
情
に
よ
っ
て
誕
つ

t
r
即
•
一
、
二
五
二
坪
一
目
的
は
健
康
な
小
児
に
り
つ
げ
さ
れ
た
理
性
の
発
露
で
あ

肘
か
説
職
員
総
数

l

ニ
ニ
＿
名
＿
ば
な
青
年
に
、
有
為
な
一
人
り
ま
す
。
保
育
の
智
識
を
充

ン
直
こ
の
療
蓑
所
に
は
だ
れ
で
帥
の
人
間
に
育
て
あ
げ
る
こ
一
分
に
碍
、
育
児
の
目
的
を
は

＂

C

も
入
所
出
来
ま
す
が
、
入
所
一
と
で
あ
り
ま
す
、
し
か
し
乍
―
つ
き
り
と
わ
き
ま
え
て
、
か

、
．

ダ

'
i
,
9
，
ら
・

b
9

i
手
維
等
こ
ま
か
い
事
は
役
揚
ら
た
だ
可
愛
が
る
だ
け
の
こ
う
、
こ
れ
に
親
の
愛
情
を
注

.. 

ぶ
裟
へ
問
合
せ
下
さ
い
。
と
な
ら
ば
犬
で
も
猫
で
も
少
．
い
で
行
く
た
ら
ば
子
供
は
立

返
い
，
｀

4
、

9
、
'
,
'
,
'
,
'
,
'
,
'
,
'
,
'
,
'
,
'
,
'
,
'
,
'
,
'
,
'
9
9
，
し
i
｀
一
派
に
丈
夫
に
育
つ
も
の
で
あ

せ
つ
か
く
家
庭
で
よ
い
性
聖
な
っ
て
い
る
。
小
学
校
叫
正
が
竺
盆
此
と
み
ら
げ
て
い
る
。
一
一
り
ま
す
。

彗
紅
且
丘
且
昇
言
直
[
i
l
J
日
以
”
い
り
『
汀
穏
汀
謬

交
る
よ
う
に
な
る
と
、
そ
れ
こ
の
年
令
は
知
能
の
発
逹
か
ひ
か
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
よ
つ
て
こ
の
習
性
が
出
来
二
＝
あ
げ
て
見
ま
し
よ
う
。

日

が
す
つ
か
り
こ
わ
さ
れ
て
、
ら
み
て
も
そ
う
で
あ
る
が
、
危
期
か
ら
子
供
を
守
る
も
の
る

0

人
間
の
場
合
も
、
悪
い
一
由
体
霞
の
増
加

今
ま
で
の
骨
折
が
水
泡
に
帰
性
格
的
に
も
大
き
な
変
動
期
は
家
庭
に
お
け
る
お
母
さ
ん
考
え
方
や
行
動
が
繰
返
え
さ
一
◇
生
後

ー月

L

す
る
こ
と
が
あ
る
。
家
庭
は
で
、
危
期
で
あ
る
と
い
わ
ね
の
努
力
で
あ
る
。
れ
れ
ば
悪
い
習
性
が
で
き
、
四
ヶ
月
出
生
時
の
一
一
倍
に

ー
彗
閂
員
，
□`

i.. :
|
|
|
'
ー

.. 

ー
・
ー
・
・
・
ー
·
|
_
1
_
.

i
'
i
昇
仕
汀
言
』
言

年
気
に
触
れ
て
し
ぽ
む
と
い
う
一
習
い
性
と
な
る
二
‘
行
動
が
繰
返
え
さ
れ
れ
ば
圏
一
日
の
体
直
平
均
増
加

〇
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
だ
か
i
i
良
い
習
性
が
出
来
、
そ
れ
が
｝
◇
生
后

｀

e

ら
幼
児
時
代
、
家
庭
で
せ
つ
,
ら
.. l:
:
|
1
_
.

！
！
ー

..... 

il
_

 .. ,
 ... i.,.
i

I

・
良
い
性
格
を
仕
上
げ
て
行

n
-
|
-

―
―
ケ
月
八
i
七
匁

禾
か
く
丹
睛
し
て
咲
か
し
た
花
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
危
期
を
抵
よ
い
性
格
を
外
敵
か
ら
守
く
。
昔
か
ら
「
習
い
性
と
な
｝
＿
四
ー
六
ケ
月
七
ー
五
匁

昭
を
し
ぽ
ま
さ
な
い
為
に
は
、
事
に
乗
り
切
る
に
は
、
あ
ら
つ
て
確
乎
不
動
の
も
の
に
す
る
」
と
い
つ
て
い
る
の
は
、
七
ー
九
ケ
月
五
ー
四
匁

げ
戸
昇
謬
五
琵
註
認
謬
彗
い
は
炉
隷
げ
評
習
9
0
1
1バ
且
五
下
い
豆
三

F
l
の
罰
止
[

）
子
供
が
不
良
化
す
る
年
令
る
。
し
か
も
危
期
は
こ
れ
だ
習
性
化
し
な
け
れ
ば
●
ら
な
よ
い
子
、
性
格
の
よ
い
子
」
力
不
充
分
の
た
め
多
少
体
迫

3

を
統
計
的
に
謂
べ
て
み
る
と
け
で
な
く
、
少
年
犯
罪
の
統
い
。
こ
う
し
て
習
性
化
し
た
か
ら
。
は
減
少
し
、
七
日
目
頃
に
出

........................ 

口
生
時
の
体
重
に
な
る
の
が
普

（
小
学
校
の
四
年
頃
ガ
最
初
の
計
に
よ
る
と
、
中
学
の
二
年
，
も
の
を
本
当
の
性
格
と
名
づ
（
教
育
長
）

、
＇
，
＇
，
＇
，
＇
，
＇
，
＇
，
；
並
で
す
。
（
以
下
次
号
）

な
r



毎
年
続
く
と
は
限
り
ま
せ
ん

米
の
供
出
代
令
な
ど
は
む
だ
＿

づ
か
い
せ
ず
に
、
来
年
の
生

産
に
そ
た
え
て
、
農
薬
定
期
―

農
家
の
皆
さ
ん
、
米
や
安
予
金
な
ど
に
し
ま
し
よ
う
。

を
七
、
八
俵
以
上
と
る
に
は
―
各
地
の
農
協
で
扱
つ
て
い
ま

ど
う
し
て
も
土
地
改
良
が
必
4
,。

要
で
す
。
こ
の
農
閑
期
を
利
0
か
い
が
ら
む
し
の
被
害
を

用
し
て
、
そ
の
土
地
に
必
要
＿
う
け
た
桑
は
、
冬
の
間
に
石

な
士
地
改
良
を
行
い
ま
し
ょ
一
灰
硫
黄
合
剤
の
ポ
ー
メ
七
度
，

う
。
こ
液
か
、
機
械
乳
剤
（
サ
ナ
ギ

1

作
士
の
浅
い
と
こ
ろ
で
一
油
乳
剤
）
の
一

0
％
液
、
D

は
、
反
当
り
二
l
-―
一
千
貰Z
マ
シ
ン
ゾ
ー
ル
一
0
％
液

の
赤
士
を
客
士
し
ま
し
よ
な
ど
を
使
っ
て
共
同
防
除
を
―

十
一
年
四
月
一
日
生
ま
で
。

育
―
佐
貰
地
区
は
、
昭
和
十
一
ぅ
。
し
ま
し
よ
う
。

2

水
持
の
悪
い
田
で
は
、
0
桑
株
の
枯
れ
た
も
の
や
枯

床
締
め
を
し
ま
し
よ
う0

れ
枝
、
小
さ
な
枝
を
整
理
す
．

年
一
月
一
R

生
よ
り
、
昭
和

開
催
十
二
午
四
月
―
日
生
ま
で
で

下
中
学
校
体
操
競
技
会
並
た
ち
の
「
し
つ
け
」
に
つ
す
。

3

水
は
け
の
悪
い
田
で
は
＿
る
こ
と
は
、
病
害
虫
の
巣
を

に
ダ
ン
ス
発
表
会
に
佐
中
い
て
家
庭
と
学
校
と
一
層
会
鴇
は
梅
島
中
学
校
に
お
暗
渠
排
水
で
冷
水
を
外
へ
と
り
去
り
、
春
の
発
芽
を
よ

生
徒
が
郡
代
表
と
し
て
参
速
絡
を
密
に
し
て
、
よ
り
い
て
挙
式
い
た
し
ま
す
。
流
し
出
し
ま
し
よ
う
。
く
し
、
主
た
作
業
を
便
利
に

加
し
た
。
ょ
き
実
紺
を
上
げ
て
い
た
特
に
服
装
は
、
華
美
に
流
〇
腐
っ
た
サ
ッ
マ
イ
モ
が
に
ー
し
ま
す
か
ら
、
ぜ
ひ
行
い
ま

茫
き
た
い
。
＿
が
い
の
は
毒
で
、
こ
の
毒
は
一
し
よ
う
。
．

〇
十
一
月
二
十
四
日
佐
小
に
＿
れ
ぬ
よ
う
、
質
素
に
し
て
濡

於
て
群
大
後
藤
教
授
及
び
潔
な
も
の
を
着
用
す
ろ
よ
う
煮
て
も
消
え
ま
せ
ん
。
一
家
屋
の
新
築

家
畜
に
や
る
と
中
毒
し
ま

磯
貝
県
指
逃
主
事
指
麿
明
和
村
心
担
て
下
さ
い
。
す
か
ら
注
意
し
て
下
さ
い
。
取
こ
わ
し
は

0
家
畜
の
え
さ
に
使
う
サ
ッ
家
屋
を
新
築
｀
あ
る
い

下
に
昔
楽
教
育
研
究
会
を
ー

開
催
し
「
読
聘
力
を
伸
ば
初
の
威
年
式
—

........................ 
` ................... 

~
マ
イ
モ
は
、
そ
の
ま
ら
貯
蔵
一
は
販
り
こ
わ
し
を
、
行
う
｛

す
方
法
は
如
何
に
あ
る
べ
こ
ん
ど
明
和
村
と
し
て
、

l
-
)
自
由
詩
（
i
し
て
お
く
と
、
ー
と
か
く
黒
斑
時
に
は
、
必
ず
届
け
を
出
―

き
か
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
一
第
一
回
の
成
年
式
が
、
明
一
―
-
[

..... ,
 ............. ,
 ... ,
.
il

．
病
な
ど
に
か
；
り
、
中
毒
の
一
す
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

十
一
年
一
月
十
五
日
に
行
わ
、
も
と
に
な
り
ま
す
。
一
す
。

有
意
義
な
研
究
を
し
た
。

0

管
内
小
中
学
校
の
修
学
旅
れ
ま
す
が
、
今
ま
で
旧
村
に
梅
中
生
作
品
く
ず
い
も
と
い
つ
し
よ
に
i
新
築
の
場
合
は
、
間
取
．

日

行
は
綿
密
周
到
な
計
画
の
よ
り
、
ま
ち
ま
ち
で
あ
っ
た
二A

輻
島
マ
チ
子
こ
ま
か
く
切
つ
て
サ
イ
ロ
た
り
等
を
記
入
の
上
、
印
鑑

ー

下
に
実
施
さ
れ
‘
―
つ
の
の
で
、
村
と
し
て
統
一
す
る
ど
に
つ
め
て
下
さ
い
。
持
参
し
て
、
歪
莱
課
へ
お
ク

月

事
故
も
な
く
所
期
の
目
的
の
が
大
変
困
雑
で
す
。
図
画
。
す
き
守
風
ほ
窓
い
も
の
で
出
下
さ
い
。
一

n〖
閏
閲
詞
直
□
□言
叫
虞[
[
[
1
1
]
;
`
I
v
­

[
。
彗
心
鱈
『
籍
甘
汀
丑
私
の
心
〗
に
認
い
が
い
い
丑
。
三
い
訳

□
9

出
す
こ
と
に
な
っ
て
お
り

折
下
さ
る
先
生
負
対
し
一
十
一
年
四
月
一
日
生
ま
で
。
一
即
き
か
け
る
て
こ
な
い
う
ち
に
、
め
く
ら
―

―
ま
す
。

村
民
各
位
と
共
に
敬
意
を
梅
島
地
区
は
、
昭
和
十
年
一
あ
の
芙
し
い
風
棄
、
静
物
、
除
草
を
し
て
下
さ
い
。

表
し
た
い
。
一
月
十
六
日
生
よ
り
、
昭
和
一
人
。

0
農
家
の
皆
さ
ん
、
豊
作
は
―

-

.. 

'
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り
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はる う逹も り名両区の ........................ 
近ま学でも週しま喜指幼御村．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．～

貸t塁t亨函tt~塁塁霊嵩：：．•：:: fこ
＇全な育 もな‘ しの級に並．．．．．．．．．．．．
のく法 ののな てもはよに．．．．．．．．．．．．

：不幼第 tこでん まと蓮り教

、塁塁点よ覧ぷぽ貫見謬幼の
の数を いもつ で十飯田員
問育見 よ親て お八塚地会

りわれ実生そ そす恩あ＇題兒
まれるよ活の末のが恵る都で

t立、よ謬田鰭り［学い
揺すでカ~満うす •………•• 

〖゜蓼五i 0 級.. : 
時 悲りこ園 ...….................. 

‘ 哀まのの ,...~................ .. 

せ様そすそいのせ入す充
んとのベーる機ん学°実幼
°共黙て日現会°準たこ児
に沢のも在均か備ゞそは
祈に幼早‘等＜数単大幼
願浴児く幼が考育に切児
しせが法児さへで II な
てるひ制のける、は学でり
やよと化教ぽ時あ校あの
みうしさ育れ激りえり生
ま皆くれこて育まのま活

に供な和が心父 すけに
努をつ協りと舟子るる家pp
力正た力をしと供に子庭 T
すし教しふて教の在供 ‘A T 
べく育‘か‘師幸るの学の A
き健に同め糠が耀°揺校本
でによー‘神‘の 祉，‘質の ／ヘ

含塁召塁冒嬰い店 を羹i円活 （書）
°る‘盤につをに 増に第ー 、一
事子に親な中‘進於ー動

ベ即心事備 に教犀つでら事
きしにで施第務育して成なに第
でた‘あ設：：：：めと‘‘長い在ニ
あ活そるのはね知一両し‘るは
る動れ°充‘ば識投親て新°成
とをぞ以実激なを成も行し子人
思実れ上に育ら培人新＜ぃ供教
う践の二協環ぬ餐と教°事は育
°展地点力境°すし育しを親を
開域をすの るてをた学の行
すに中る幣 事の理がん知う

ぃ 9. ,一ー 、． , . . ．、 . 

し

千江田＊学校庭にて喜々
として遊ぶ幼児

（写償説明）
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明

十
二
1
1

筍
四
回
定
例
村
議
金
を
問
み
か
て
る
た
め
の
条
一
に
つ
い
て
。

，
＿
会
は
一
工
'
-
＝
日
西
公
民
館
に
二
例
で
、
原
案
通
り
可
決
さ
れ
―
こ
の
案
は
旧
村
の
各
小
中

切
集
さ
れ
、
午
前
中
は
一
般
·
た
。
—
学
校
の
基
本
財
産
を
明
和
村

質
間
で
終
始
し
午
後
議
案
の
i
◎
公
立
学
校
基
木
財
産
菩
積
ー
の
各
小
中
学
校
の
基
本
財
産

帯
醗
に
入
り
、
次
の
遥
り
十
一
条
例
設
定
に
つ
い
て
。
一
と
し
て
そ
の
ま
ま
認
定
し
た

二
件
を
原
案
遥
り
、
二
件
を
—

A
」
の
条
例
案
は
村
内
の
小
一
も
の
で
原
案
通
り
可
決
さ
れ

一
部
修
正
の
上
そ
れ
ぞ
れ
可
一
中
学
校
の
基
本
財
産
を
団
み
一
た
。

決
し
た
c

一
立
て
る
た
め
の
条
例
で
、
原
＿
◎
行
政
財
産
設
定
に
つ
い
て

報
◎
村
長
亭
決
処
分
報
告
に
つ
案
通
り
可
決
さ
れ
た
。
―
こ
の
案
は
各
旧
村
か
ら
引

い
て
。
◎
印
鑑
条
例
設
定
に
つ
い
て
一
継
い
だ
公
用
又
は
公
共
用
の

こ
の
報
告
は
梅
中
建
築
に
と
の
条
例
案
は
印
鑑
の
居
―
た
め
に
使
用
す
る
財
産
、
即

蓄
｛
伴
う
国
庫
補
助
金
二
千
四

□
出
又
は
印
鑑
証
明
の
手
続
き
1
ち
土
地
及
び
家
屋
等
を
明
和

円
追
加
の
た
め
の
追
加
予
算
上
の
規
定
を
殷
け
た
も
の
で
一
村
の
行
政
財
壼
と
し
て
認
定

及
び
郵
政
省
よ
り
の
一
時
借
一
原
案
涯
り
可
決
さ
れ
た
。
す
る
も
の
で
、
一
件
闘
査
の

入
金
二
百
万
円
の
借
換
の
た
ー
◎
基
本
財
産
設
定
に
つ
い
て
一
要
あ
り
と
し
て
削
除
の
上
、

中
め
の
専
決
処
分
の
報
告
で
、
こ
の
案
は
旧
一
＿
一
ゲ
村
の
基
＿
原
案
涌
り
可
決
さ
れ
た
。

い
づ
れ
も
報
告
通
り
承
諒
さ
一
本
財
裔
を
一
括
し
て
明
和
村
◎
普
涌
財
産
設
定
に
つ
い
て

一
の
基
木
財
産
と
し
て
設
定
す
一
こ
の
案
も
前
号
同
様
各
旧

れ
た
。

「
る
た
め
の
醗
案
戸
金
四
四
一
村
よ
り
引
継
い
だ
行
政
財
産

利
◎
韮
本
財
涯
菩
団
条
例
設
定
―＿

、
九
八
―-
l円
が
今
回
村
の
基
ー
以
外
の
土
地
及
び
家
酌
拉
び

に
つ
い
て
。

本
財
産
に
編
入
さ
れ
た
。
に
新
村
発
足
後
に
取
得
し
た

こ
の
条
例
案
は
、
村
で
基
―（

◎
罹
災
救
助
賽
へ
並
設
定
に
つ
財
産
を
一
括
認
定
に
附
し
た

本
財
産
を
積
み
立
て
る
た
め

い
て
。
わ
け
で
あ
る
が
、
後
者
に
属

の
細
か
い
規
定
を
設
け
た
も
i

こ
0
-
l
)

の
案
は
前
号
同
様
各
旧
す
る
財
壼
は
一
応
卿
査
の
起

の
で
、
原
案
通
り
可
決
さ
れ

b一
村
の
財
産
金
二
0
、
六
八
七
；
あ
り
と
し
て
一
部
削
除
の
上

t
 

◎
憧
災
救
助
資
金
紫
藉
条
例
i
円
を
明
和
村
の
罹
災
救
助
資
一
原
案
通
り
可
決
さ
れ
た
。

設
定
に
つ
い
て
。
金
と
し
て
編
入
し
た
も
の
で
一
◎
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

こ
の
条
例
案
は
天
災
そ
の
原
案
通
り
可
決
さ
れ
た
。
一
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

他
不
慮
の
災
害
に
備
え
て
資
◎
小
中
学
校
基
本
財
産
設
定
一
こ
の
案
は
職
員
の
期
末
手

昭和 3 ]年 1 月 2 0 日

皆
さ
ん
新
年
御
目
出
度
う

御
座
居
ま
す
。

輝
か
し
い
昭
和
―
―
―
十
一
年

‘,/ 

の
新
年
を
御
迎
へ
皆
様
の
健

ー

康
と
御
幸
躙
を
御
祈
り
申
上

( 
第 ー
2
 
号

新
年

明
和
村
長

の
御
挨
拶齋

藤
光
太
郎

私
も
今
年
こ
そ
は
皆
襟
と

共
に
手
に
手
を
取
っ
て
平
和

な
楽
士
郷
建
設
の
た
め
檄
力

を
捧
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
す
。
ど
う
ぞ
皆
さ
ん
、
希
箆
と

一
明
和
村
も
昨
年
―
―
一
月
発
足
覚
悟
を
新
た
に
し
て
、
明
和

以
来
十
ヶ
月
を
閲
し
其
の
間
村
を
一
日
も
早
く
立
派
な
村

期
間
は
短
日
月
で
あ
り
ま
す
に
造
り
上
げ
た
い
と
頑
張
り

が
、
計
画
建
設
一
歩
一
歩
完
ま
す
か
ら
、
何
卒
絶
大
た
る

成
さ
れ
つ
：
あ
り
ま
す
苓
は
御
協
力
御
支
援
の
程
御
願
い

一
に
一
万
村
民
の
明
る
い
平
い
た
し
ま
す
。

和
た
村
造
り
の
た
め
御
支
援
終
り
に
重
ね
て
皆
様
方
の

御
協
力
下
さ
つ
た
賜
で
あ
り
一
最
良
の
年
で
あ
り
ま
十
様
祈

ま
し
て
、
衷
心
よ
り
惑
謝
申
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の

上
げ
ま
す
。
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

十
一
一
月
定
例
村
議
会

議
案
十
四
件
を
審
議
可
決

発行所明和村役場

編婁人
発行人
和田実
奈良庄次郎
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国
勢
調
査
結
果

所
[ロ

旧
千
江
田
）
世
這
『
ふ
。
土
一
亨
竺

血
（
旧
栴
島
）
翌
―
―

-
`
-
l
-
^

几
一
、
四
益
―
-
、
盆
一
＿
ニ

藤
[

斎
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当
を
国
及
び
惧
に
準
じ
て
゜
｀
村
税
条
例
の
一
部
改
正
に

、
二
五
ヶ
月
分
培
給
の
た
め
＿
つ
い
て

の
条
例
改
花
案
で
原
案
通
り
ー
こ
の
案
は
地
方
税
法
の
改

可
決
さ
れ
た
。
一
正
に
伴
い
村
税
の
版
扱
の
一

◎
稟
会
談
1
臣
に
対
す
る
期
末
一
部
を
改
正
し
た
も
の
で
匝
案

手
当
及
び
特
別
手
当
支
給
一
通
り
可
決
さ
れ
た
。

に
阻
す
る
条
例
の
一
部
改
◎
一
時
梢
人
金
に
つ
い
て

正
に
つ
い
て
。
こ
の
案
は
一
時
梢
入
へ
屯
日

こ
の
案
は
前
号
同
様
議
会
四
十
万
円
の
偕
換
の
た
め
の

議
員
に
対
す
る
期
末
手
当
を
誤
案
で
原
案
油
り
可
決
さ
れ

0

、
二
五
ヶ
月
分
増
給
の
改
＿
た
。

定
条
例
案
で
原
案
涌
り
可
決
以
上
十
四
件
の
議
案
を
審
議

さ
れ
た
。
＿
終
了
し
夕
刻
敬
会
し
た
。

一
自
作
農
維
持
賽
金
を
ロ

〇
貸
付
け
ま
ナ
”

晨
業
の
経
党
を
安
心
し
て
行
ー
に
、
他
の
相
続
人
か
ら
隈

り
た
め
に
は
農
家
が
そ
の
経
一
渡
を
ら
け
る
の
に
必
恋
な

営
の
基
盤
で
あ
る
。
農
地
を
i
資
金
。

自
ら
持
つ
事
が
七
も
大
切
な
二
四
、
病
気
や
悴
我
、
或
い
は

事
で
あ
る
が
、
耕
作
面
積
の
．
災
害
等
や
む
を
得
な
い
理

少
な
い
我
が
国
燐
業
は
、
近
＿
由
に
よ
っ
て
必
要
が
起
り

頃
の
農
村
経
済
の
不
況
か
ら

-
A

」
の
た
め
に
自
作
削
を
克

経
堂
不
安
定
な
農
家
が
、
極
一
ら
な
け
れ
ば
他
に
在
金
の

め
て
多
い
と
云
わ
れ
、
こ
の
一
出
来
た
い
よ
う
な
閂
合
、

た
め
折
角
農
地
改
革
に
よ
っ
一
こ
れ
に
充
て
る
た
め
の
資

て
自
作
晨
と
な
っ
た
も
の
も
一
金
。
•

病
気
成
い
は
災
害
等
の
臨
時
一
以
上
の
よ
う
た
場
合
応
ヽ

嬰
霜
が
あ
っ
た
鴇
合
に
一
中
小
農
家
を
対
魚
と
し
て
一

こ
れ
ら
に
つ
い
て
迦
当
な
金
i
農
家
当
り
、
最
高
一
一
十
万
円

融
の
洒
が
な
く
、
再
び
農
地
＿
迄
を
貸
付
け
手
。
こ
の
返

を
手
離
す
炸
家
が
次
第
に
増
済
方
法
に
つ
い
て
は
、
年
利

へ
て
行
く
傾
き
が
あ
る
の
で
五
分
で
据
慨
期
間
を
一
一
一
年
以

政
府
で
は
今
后
こ
う
し
た
景
内
と
し
、
二
十
年
以
内
に
政

家
に
対
し
て
、
農
地
を
維
持
一
府
へ
返
す
事
に
た
つ
て
囚
り

し
又
は
取
得
す
る
も
の
に
、
一
ま
す

c
尚
こ
の
壁
食
を
う
け
る
た

次
の
よ
う
な
事
柄
に
つ
い
て
―

一
め
に
必
覧
評
し
い
事
は
、

必
要
な
炎
金
を
長
期
に
頁
り

涅
業
委
員
会
の
係
で
特
さ
ん

而
む
低
利
で
貸
付
け
ま
す
。

一
の
申
出
を
お
待
ち
致
し
て
房

一
、
農
業
経
営
を
拡
択
し
生
＿

り
ま
す
。

活
の
安
定
を
図
る
た
め
に
一

必
要
な
農
地
を
買
入
れ
る
一

二
漬[
1
0の
小
作
地
を
地
主
一
、
ぷ
汀
シ
”

咲
．
へ
：
ー
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：
旦
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、
／

か
ら
買
受
け
る
の
に
必
要
一
、
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墨
壼
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晨
一
マ
な
／
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ご
如
，
t
,
＇
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業
を
う
け
つ
ぐ
者
が
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農
一
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地
の
細
分
化
を
防
ぐ
た
め
＿
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ュ
べ
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寄
＿
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生
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虫
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(
1
0
0人
に
四
一
二
人
の
割
）

昨
秋
十
二
月
六
日
、
七
日
除
し
ま
す
が
、
幼
虫
は
身
体
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

甜
八
日
の
一
一
一
日
間
、
婦
人
会
の
の
全
身
を
廻
る
の
で
、
薬
が
な
お
蔭
性
者
も
椒
便
の
時

2

お
骨
折
り
に
よ
り
寄
生
虫
の
幼
虫
に
き
、
ま
せ
ん
故
、
こ
た
ま
た
ま
卵
が
出
な
か
っ
た

lー
検
査
を
致
し
ま
し
た
が
、
村
れ
が
二
月
も
た
つ
て
成
虫
に
方
も
あ
る
の
で
一
応
駆
虫
薬

ー
全
体
の
平
均
は
約
一

0
0
人
な
っ
て
、
ま
た
卵
を
産
み
ま
を
服
用
し
て
見
る
こ
と
も
必

第
の
内
、
四
ニ
一
人
が
寄
生
虫
を
す
か
ら
、
ど
う
し
て
も
年
に
変
と
思
い
ま
す
。

持
つ
て
居
る
こ
と
が
わ
か
り
四
回
位
い
駆
虫
薬
を
服
用
し

ま
し
た
。
十
二
指
腸
虫
も
錮

虫
も
県
の
平
均
率
よ
り
冷
低

2

い
率
を
示
し
ま
し
た
が
、
部

9
1

落
に
よ
っ
て
は
、
相
当
高
い

4

李
を
示
し
て
居
り
ま
す
°
寄
昇

査

生
虫
は
直
ち
に
身
体
に
変
化
f

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
が
検

基
で
他
の
病
氣
を
誘
発
し
ま

す
の
で
、
ゆ
る
が
せ
に
出
来

ま
せ
ん
。
陽
性
者
は
必
ず
駆

報
虫
薬
を
服
用
し
て
下
さ
い
。

な
お
駆
虫
薬
は
成
虫
を
駆
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士地は．宅地を除き反当り価格で．宅池は坪当り家

' 備考 屋も坪当り価格である。'

（
写
虞
説
明
）

一
月
七
日
の
梅
中
増
築

起
工
式

梅中校舎増築工事 棗永愈々着工 1 籍
く，門望ば言輩与』よ塁差‘
梅本木館七‘り負月事つ
中年店林万請入者二もて
P ーに市7\負札八十去い
T 月落栗千金の社七るた

A
の
奉
仕
に
よ
り
士
盛
り
を

終
り
七
日
に
瑞
鎮
祭
を
執
行

し
て
漸
く
去
る
十
日
よ
り
沼

H
い
た
し
ま
し
た
。

竣
工
は
一
ー
一
月
二
十
日
の
予

定
、
尚
一
部
設
計
に
変
更
が

あ
り
附
属
H
事
を
含
め
て
船

坪
数
一
〇
一
坪
四
合
と
な
り

1
0
坪
二
土
勺
だ
け
増
加
し

ま
し
た
。

昭
和
三
十
一
年
度
の

固
定
資
産
の
平
均
償
格
決
定

昭
和
三
十
一
年
度
固
定
資
＿
（
産
士
、
地
家
）
屋
平
均
価

叫
判
格
が
次
の
通
り
決
定
さ
れ
ま

6

し
た
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
算

出
し
、
課
税
台
帳
に
登
録
さ

2
 

れ
た
固
定
資
産
税
許
価
格
は

今
回
地
方
税
の
改
正
に
よ
り

昭
和
―
-
i
十
二
年
度
に
於
て
も

据
置
か
れ
る
珀
に
な
り
、
昭

和
i
-
-
+
―
＝
年
度
に
於
て
課
税

台
帳
に
登
録
さ
れ
た
固
定
資

産
税
許
価
格
は
、
昭
和
―
―
-
+

五
年
度
ま
で
据
置
か
れ
る
事

に
な
り
ま
す
。

屋

賄
奥
税
の
申
告
昭
和
―
―
―

十
年
中
に
胆
与
又
は
遺
贈
に

因
り
財
産
を
版
得
し
た
者
は

取
得
し
た
年
の
翌
年
[
-
=
+

一
年
」
二
月
一
日
か
ら
二
月

末
日
ま
で
に
申
告
書
を
所
轄

税
務
署
長
に
提
出
し
な
け
れ

ぽ
な
り
ま
せ
ん
。
該
当
者
は

こ
の
申
告
期
限
を
湿
れ
る
と

無
申
告
加
算
税
を
徴
牧
さ
れ

ま
す
か
ら
、
期
限
内
に
申
告

を
し
て
下
さ
い
。
猶
該
当
者

に
は
税
務
署
で
申
告
指
心
を

行
っ
て
居
り
ま
す
か
ら
御
尋

ね
下
さ
い
。



金
を
拾
つ
て
届
た

砂
賀
君
等
表
彰

堤
の
枯
草
が
冬
風
に
慄
え

）
る
よ
う
に
な
っ
た
十
一
一
月
十

梯
―
―

-
8午
後
の
こ
と
、
千
江
田

と
中
学
校
の
一
A
山
崎
二
止
、

雲

親
子
―
―
ー
夫
婦
そ
ろ
つ
て
お
五
八
）
た
い
（
三
九
＞
孫
覚

台
―
B
砂
賀
武
彦
、
二
B
砂
賀

る
家
庭
は
、
昔
か
ら
そ
の
家
（
二
九
）
り
ぎ
（
二
七
＞

滑
和
夫
の
＝
＝
君
が
、
魚
販
り
田

の
蛙
を
見
つ
け
よ
う
と
利
根

の
庭
の
繁
栄
を
あ
ら
わ
し
、
め

校
で
た
さ
を
た
た
え
ら
れ
て
お
斗
合
田

学
の
川
べ
り
を
歩
い
て
い
た
。

親
、
珊
村
久
次
郎
（
七
―
-
l
)

ふ
と
見
る
と
、
両
砂
賀
君

小
り
ま
す
。

ゐ
う
（
六
九
）
子
、
政
一
（
は
足
下
に
一
寸
し
た
紙
屑
の

島
新
し
い
橋
が
竣
工
さ
れ
た

明
四
九
）
て
る
(
-
―
―
五
）
孫
昭
落
ち
て
い
る
の
に
気
付
い
た

梅
場
合
は
、
こ
ま
ず
―
―
一
夫
婦
に
渡

一
（
二
八
＞
君
江
（
二
四
）
拾
つ
て
開
い
て
み
て
驚
い

設
り
初
め
を
し
て
貰
う
と
ゆ
う

た
。

箕
風
習
が
広
く
伝
わ
っ
て
お
り

g
そ
れ
は
、
完
成
さ
れ
た
新
し

い
橋
が
永
く
丈
夫
に
保
つ
と
大
輪
．
中
に
千
円
札
一
枚
と
四
枚

の
百
円
札
が
折
た
ヽ
ん
で
入

つ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

ゅ
う
意
味
で
も
あ
り
ま
す
。
栽
、
荒
木
友
太
郎
G
ハ
ニ
）―

―
一
君
は
よ
く
見
て
い
た
が

本
村
に
一
月
一
日
硯
在
で
ら
く
（
八
一
＞
子
、
藤
一
（

や
が
て
て
い
ね
い
に
折
り
た

お
め
で
た
い
―
―
ー
夫
婦
の
家
庭
さ
―

l
)ク
キ
（
差
＾
＞
孫
義

4
む
と
、
そ
の
ま
ぶ
巳
在
さ

を
記
し
て
見
ま
し
よ
う
。
泉
(
-
―
-
0
>
チ
ョ
（
一
―
-
0
V

＇
南
大
島
ん
に
届
け
出
た
。

法
外
援
護
資
金
並
び
に
明
る
爽
栗
原
栄
之
栞
（
七
五
）
大
字
須
賀
処
は
、
千
津
井
河
岸
の
源

日
｀
｀
~
コ
`
心
]
』

□白
言
叫
叫
『
四
訓
聞
言

親
、
森
尻
鉱
十
郎
G
七
八
）
表
彰
し
た
。

〇
昨
年
末
耽
会
朧
祉
協
議
会
の
し
て
一
世
帝
二
0
0
円
宛
、

2

役
員
の
人
達
が
主
体
と
た
り
八
六
世
帯
合
計
金
一
七
、
ニ

月
婦
人
会
の
協
力
を
得
ま
し
て
0
0
円
を
歳
末
慰
問
金
と
し
き
く

“
G八
0
)
子
、
重
作
（
大
字
大
佐
貨
国
民
g

5蓄
五
菟
円

l

こ
の
資
金
の
募
金
に
あ
た
り
て
差
上
げ
ま
し
た
。
五
五
）
み
よ
（
五
t
)
孫
一
親
、
篠
木
甚
太
郎
（
七
二
）
突
破

平
ま
し
た
と
こ
ろ
、
村
民
各
位
募
金
総
額
五
0
、
八
一
0
円
男
(
=
-
0
)
た
か
(
-
=
0
)
と
く
（
六
五
）
子
、
直
一
郎
わ
が
国
の
一
般
預
蓄
金
の

ー
の
御
理
解
と
御
同
情
に
よ
り
（
五
一
）
い
き
（
四
芭
孫
総
額
は
昨
年
十
一
月
末
で
五

8

ま
し
て
左
記
の
よ
う
な
好
成
温
泉
に
入
る
に
は
梅
原
茂
碓
（
二
四
＞
芳
子
（
二
四
兆
円
台
を
突
破
し
た
そ
う
で

和
紐
を
牧
め
得
ま
し
た
の
で
、
温
泉
に
入
る
と
き
あ
ま
り
欲
親
、
始
沢
鶴
治
G
ハ
ニ
＞
と
＞
す
。
そ
こ
で
こ
れ
を
記
念
す

そ
の
結
果
を
御
知
ら
せ
致
し
ば
つ
て
一
日
に
何
回
も
入
っ
＜
（
七
九
＞
子
、
筆
司
G
H
大
字
川
俣
る
た
め
に
国
民
貯
蓄
五
兆
円

昭

ま
す
。
今
後
共
明
る
い
地
城
た
り
、
長
い
時
間
ひ
た
つ
て
六
）
と
き
C
H
-
>
2
孫
仁
ー
達
成
記
念
貯
蓄
運
動
が
一
月

社
会
を
つ
く
る
た
め
に
尚
一
い
る
の
は
、
一
般
に
害
が
あ
(
-
=
-
>
き
よ
（
二
七
）
嗅
餌
沼
治
干
（
八
ご
登
二
十
日
よ
り
一
月
―
―

-
+
-
B

）
謬
o
o
o
協
力
を
お
願
い
致
し
か
印
迄
詮
"
]
豆
江
黒
立
迄
賛
ピ
『
打
謬
昇
且
贔
冨
＿

3

つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
集
ん
。
温
泉
に
は
成
分
や
温
度
栽
、
柿
沼
蕃
吉
（
七
二
）
よ
郎
（
―
-
＿
九
）
可
蒲
子
（
＝
＝
四
お
互
に
貯
蓄
運
動
に
協
力
い

め
ま
し
た
資
金
の
内
よ
り
昨
な
ど
湯
治
の
目
的
に
適
す
る
つ
（
七
―
―
-
>
子
、
朝
太
郎
（
）
q
年
令
は
演
年
＞
た
し
ま
し
よ
う
。

( 
明 和． 村 廣 報

梅
島
小
学
校
に
何
事
で
も
適
i
E
規
模
と
い
び
い
て
く
る
。
特
に
施
設
、
中
学
校
が
琵
ま
し
い
。

ぷ

5
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
中
設
備
の
点
か
ら
み
て
極
め
て
合
併
後
に
お
げ
る
I
E
l
村
感

滑
台
ゃ
雲
梯
等
が
出
来
た
学
校
教
育
に
つ
い
て
も
仝
様
不
経
済
で
あ
り
非
能
率
的
で
情
を
一
掃
し
て
村
民
の
融
和

で
あ
る
。
右
学
級
や
六
学
級
あ
る
。
そ
こ
で
適
正
規
模
の
を
は
か
る
為
に
は
絶
対
必
製

の
学
校
で
は
一
人
の
激
員
が
学
級
編
成
が
望
ま
れ
る
の
で
の
条
件
と
考
え
る
。
な
お
こ

小
学
校
に
、
幼
児
学
級
が
一
幼
児
学
級
父
兄
代
表
珀
沢
―
―
―

専
門
教
科
の
外
に
二
科
目
も
あ
る
。
ど
の
位
が
適
正
で
あ
れ
に
よ
つ
て
小
学
校
の
通
学

出
来
て
、
晨
村
に
幼
稚
園
、
郎
氏
両
名
に
よ
る
体
育
遊
戯

第
＿
汀
紅
雰
い
彗
賃

□
謹
冒PT
j
W
り

□彗
―
―
一
科
目
も
担
任
し
な
け
れ
ば
る
か
と
い
う
と
大
体
に
於
て
ー
『
区
城
の
変
更
も
容
易
に
た
る

喜
こ
ば
れ
て
居
っ
た
が
、
何
献
身
的
募
金
運
動
に
よ
り
、
中
学
校
の
統
合
に
就
て
~

人
の
施
設
も
な
く
、
幼
児
を
四
七
九
名
よ
り
金
六
万
八
百

遊
ば
せ
た
が
ら
激
育
し
て
行
五
拾
円
の
寄
附
金
が
集
り
、
な
ら
な
い
の
で
、
そ
の
敏
鍼
十
八
学
級
前
後
と
い
わ
れ
て
と
思
う
。
村
財
政
が
確
立
さ

く
上
に
「
す
べ
り
台
」
や
「
十
二
月
三
十
日
滑
台
、
誤
梯
の
教
育
力
を
フ
ル
に
発
揮
し
い
る
。
明
和
村
で
は
三
中
学
れ
た
暁
に
は
成
る
べ
く
早
期

プ
ラ
ン
コ
」
等
が
痛
感
さ
れ
が
、
一
月
十
六
日
メ
リ
ー
ゴ
難
い
。
、
こ
の
こ
と
は
教
負
の
校
共
六
学
級
編
成
で
、
こ
れ
に
中
学
校
の
統
合
を
は
か
る

て
居
つ
た
と
こ
ろ
、
昨
秋
p
1
ラ
ン
ド
が
出
来
、
こ
こ
に
側
か
ら
い
つ
て
も
甚
だ
迷
惑
を
一
校
に
統
合
す
れ
ば
十
四
ぺ
き
で
あ
る
。
年
頭
に
当
り

T
A
や
父
兄
間
に
こ
れ
が
話
都
下
に
も
誇
る
体
育
遊
戯
施
の
こ
と
で
あ
り
、
生
徒
の
側
学
級
と
な
り
適
i
E
規
模
に
近
敢
て
一
石
を
投
じ
て
賢
明
な

題
と
な
り
、
十
二
月
―
―-
B
代
設
が
完
備
し
た
。
誠
に
喜
こ
か
ら
い
つ
て
も
大
き
な
損
失
く
な
る
。
中
学
校
教
育
の
振
る
村
民
各
位
の
御
批
判
を
仰

表
者
の
相
談
が
ま
と
ま
り
、
ば
し
い
と
と
で
あ
り
、
学
校
で
そ
の
学
力
に
も
大
き
く
ひ
興
と
い
う
見
地
か
ら
一
村
一
ぐ
次
第
で
あ
る
。
（
教
育
長
）

梅
小
p
T
A
会
長
福
田
峯
次
当
局
を
感
激
せ
し
め
て
い
る

ー
2
 
号

め
て
た
い

ヽ
ノ
）亘

｝

(( 

ヽ
ノ
ヽ
ノ

玉
夫
｝

c‘`` 

^^ 湯｝
‘ーノー

も
の
と
、
そ
う
で
な
い
も
の
一
相
談
し
て
適
し
た
温
泉
を
え

が
あ
り
ま
す
か
ら
、
医
師
に
ら
ぶ
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

b
z
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細
田
周
市

松
本
喜
一
郎

本
島
宗
治

の
成
年
式

盛
大
に
お
こ
な
わ
る

一
月
十
五
日
明
和
村
成
年
代
表
者
野
木
村
稔
君
の
答
辞

式
、
梅
島
中
学
校
に
お
い
て
あ
り
、
明
和
村
初
の
成
年
式

一
来
賓
列
席
の
も
と
に
盛
大
に
を
終
了
し
た
。

聾
挙
行
さ
れ
た
。
該
当
者

斎
藤
村
長
の
挨
拶
、
記
念
男
七
―
―
°
女
七
四
゜

品
の
阻
呈
、
束
賓
の
祝
辞
、
計
一
四
六
名
。

2
 

(4) 

自
転
車
、
荷
車
の
汀
明
和
村
＿

鑑
札
は
つ
い
て
い
ま
す
か
？

昨
年
八
月
中
旬
か
ら
下
旬
ー
に
な
つ
て
い
る
と
、
脱
税
と

に
亘
り
、
旧
村
の
自
転
車
‘
―
み
な
さ
れ
収
締
り
を
受
す
処

荷
車
の
諸
鑑
札
交
換
を
い
た
一
罰
さ
れ
ま
す
。

し
ま
し
た
処
、
皆
さ
ん
の
御
―
／
一
台
も
、
め
く
ら
な
く

協
力
に
依
り
好
成
鉛
を
収
め
一
し
て
村
始
り
／

一
農
林
統
計
調
査
員

ま
し
た
の
で
深
謝
致
し
ま
す

一
退
践
者
に
記
念
品

つ
ま
り
、
旧
鑑
札
は
八
月

一
贈
る

を
以
て
無
効
と
な
り
ま
し
た

一
永
年
農
林
恥
計
閥
査
に
当

の
で
、
末
だ
交
換
さ
れ
て
い

·
っ
-
L居
つ
た
左
の
五
名
が
、

な
い
方
は
早
目
に
交
換
さ
れ
一

1

こ
ん
ど
退
職
し
た
の
で
、
村

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
一

ー
で
は
記
念
品
を
附
り
永
年
の

御
承
知
の
如
く
舒
鑑
札
は
i

ふ
が
苦
に
対
し
感
謝
の
意
を
表

旧
鑑
札
と
引
替
に
無
料
で
交
一

-
l
た
。

付
さ
れ
ま
す
。
狛
殆
ん
ど
六
冬

一
新
里

換
披
れ
は
な
い
と
思
い
ま
す
―

が
、
若
し
旧
鑑
札
を
済
け
た
一
大
悔

ま
ま
又
無
鑑
札
に
て
御
使
用
一
斗
合
出

初

成
人
の
日
と
云
う
の
は
成
寄
年
に
も
、
浮
世
離
れ
と
云
れ
無
い
、
そ
し
てr
く
ら
差

人
に
な
っ
た
事
を
自
覚
し
、
う
共
涌
性
が
あ
る
。
二
＋
と
国
や
中
国
が
碑
想
の
国
で
あ
＾

自
ら
生
き
抜
こ
う
と
す
る
育
云
2
年
は
身
体
工
｀
ネ
ル
ギ1

つ
て
も
、
決
し
て
日
太
を
良
｛

年
を
祝
い
励
ま
す
為
に
、
国
の
罷
盛
期
で
あ
る
し
、
叉
糟
く
し
て
ほ
く
れ
た
い
、
日
本

鱈
鱈
且
五
『
江
戸

0
五5
5日
彗

[
O
-―

皆
様
を
祝
い
併
て
ど
ん
な
期
を
愛
し
洋
漬
を
悪
む
輝
神
の
大
人
と
し
て
の
自
覺
を
持

待
を
か
け
て
居
る
か
を
申
述
最
強
い
年
で
あ
る
。
と
の
皆
つ
と
一
云
う
こ
と
は
、
＇
、
自
分
の

て
見
た
い
。
襟
が
来
る
べ
ぎ
自
分
の
選
挙
蓮
命
を
開
ぐ
賣
任
を
自
分
で
｛

皆
様
は
戦
時
中
小
学
校
に
に
ど
ん
な
態
度
で
翠
む
か
、
持
つ
事
だ
｀

9
9

交
国
の
運
命
を

.'ｷ 

99999999999999999999999,‘,9999999,', 

入
り
此
処
で
終
戦
を
迎
え
中
是
国
の
消
長
に
関
す
る
大
問
開
い
て
ゆ
く
国
民
の
一
員
と

学
を
卒
た
の
で
あ
る
。
防
空
題
で
あ
ろ
。
し
，
て
責
任
ど
持
つ
こ
ど
だ
、
＇

唇
仔

u

ん
だ
り
、
出
征
前
年
東
大
で
は
、
同
大
学
大
人
と
た
っ
た
か
ら
に
は
自
一

兵
士
を
送
っ
た
り
し
て
、
戦
仝
学
生
に
対
し
、
理
想
の
国
知
で
や
づ
だ
高
に
ば
｀
自
分

争
の
み
じ
め
さ
は
経
験
し
た
の
回
答
を
求
め
た
。
其
結
果
で
責
任
杞
持
づ
こ
ど
だ
。
ヽ

9
9
,
'

が
、
当
時
の
成
人
の
よ
う
に
は
英
、
中
、
熙
、
日
の
順
だ
皆
様
皆
様
が
以
后
社
会
的
｛

動
員
さ
れ
た
り
軍
事
訓
練
を
と
の
事
だ
。
こ
ヽ
で
私
は
日
公
的
行
動
を
為
す
場
合
、
．
計

受
け
た
の
で
は
な
く
つ
て
新
本
を
真
面
目
に
理
想
の
同
だ
会
的
ル
ー
ル
に
は
言
で
無
｛

®
成
人
の
日
に
よ
せ
て
一

~
 

祉
塙
会
長
小
松
原
源
次
郎

教
育
の
制
度
下
に
、
新
教
育
と
答
え
た
と
し
た
ら
、
其
処
げ
れ
ば
た
ら
た
い
、
寛
容
も

腐
礼
を
受
け
た
の
で
あ
る
に
注
目
す
べ
ぎ
事
ぶ
病
ん
で
私
要
だ
ろ
う
、
友
変
嘉
良

そ
れ
だ
か
ら
よ
い
意
味
で
正
居
る
と
思
い
生
十
。
宙
大
生
も
礼
儀
も
必
平
だ
ろ
ら
。

償
茫
銘
の
戦
後
派
だ
と
去
つ
の
詑
明
か
持
て
、
ま
六
か
今
而
し
何
よ
り
も
必
忠
で
大
～

^ 

て
よ
い
で
し
よ
う
。
こ
の
意
の
日
大
た
今
の
姿
一
：
』
眺
め
て
切
た
こ
と
は
、
鈷
果
に
つ
い
｛

<

言
で
の
背
様
は
私
共
の
常
て
罪
想
の
門
だ
と
答
え
た
の
で
て
の
冑
任
感
で
は
無
い
て
し
｛

夢
に
で
も
見
無
い
も
の
を
持
は
あ
る
ま
い
。
む
ぶ
。
｛

言
居
互
筈
、
少
な
く
と
も
たr
口
本
の
同
た
理
相
の
今
日
二
十
に
な
っ
た
成
年

言
只
伍
げ
鱈
曰
旦
巳
且
且
に
戸
一

げ
て
居
る
。
所
に
、
意
味
が
あ
る
と
思
い
し
て
厚
れ
＼
ば
、
大
に
し
て

嘉
の
翌
百
ま
で
と
云
う
ま
す

0

は
詞
門
日
木
の
牌
求
に
、
小

が
、
と
の
皆
様
が
今
祖
国
に
皆
様
は
日
本
人
ン
し
て
生
に
し
て
は
栢
郷
朋
和
の
前
良

対
し
て
ど
ん
な
風
に
考
て
居
れ
日
本
で
生
き
る
外
に
、
生
に
光
明
を
持
つ
こ
と
が
で
ぎ

汀
“
い
礼
•
命
に
心
鱈
ば
い
げ
い
五
で
は
皿
い
て
し
よ

5
-

｛
叉
寄
年
に
は
い
つ
ど
こ
の
英
国
人
に
も
中
国
人
に
も
な
一

‘‘‘r,',',','.9,'’ 

認
韮
髯
詞
麟
叶
位
―
-
B阪
塚
明
子
豆
直
悶
疇

B靡
汀
腎

尚
後
任
者
に
左
記
の
者
が
任
ね
る
前
に
も
一
度
み
よ
う
い
中
華
民
町
牡
丹
江
省
牡
丹
江

命
さ
れ
た
。
ら
り
ば
た
市
十
七
野
戦
貨
物
版
寅
倉
庫

新
里
堀
口
良
一
、
大
輪
松
本
佳
作
―
―

-
A
佐
朦
祐
司
i
に
於
て
戦
死
す
。
こ
こ
に
御

芳
雄
、
斗
合
田
多
田
正
雄
、
必
ず
消
せ
よ
使
っ
た
火
．
洪
族
に
対
し
餌
て
哀
悼
の
意

ニ
A

川
口
美
和
子
一
を
捧
げ
ま
す
と
共
に
、
な
き
一

静
か
な
日
で
も
火
の
臨
は
見
配
の
御
塞
揺
を
斬

h

ま
す
。

斗
合
田
砂
笠
孝
三
、
千
津
井

，

1
,

ー

1
1

ー
ー
ま
う

吉
永
武
市
。

千
中
入
賞
―

-
B新
井
克
夏
農
事
メ
モ

火
防
標
語
ぉ
ゃ
／
．
こ
こ
に
無
懇
火
一
〇
農
家
の
皆
さ
ん
新
し
い

ー
ニ

B

増
田
静
子
一
年
か
ら
農
家
痺
記
を
つ
け
ま

火
防
週
間
中
に
千
汀
田
中
し
よ
う
。
農
家
縛
記
は
普
及
．

さ
ん
ま
や
い
て
も
家
や
く
な

学
校
で
は
、
生
徒
か
ら
火
防
一
員
が
つ
け
か
た
を
指
導
し
て

-
A
長
谷
川
丸
子

竪
語
を
募
集
、
五
七
四
編
の
ー
く
れ
ま
す
か
ら
、
普
及
事
務
｝

ね
る
前
に
一
寸
み
よ
ら
か
ま
＿
所
へ
申
込
ん
で
下
さ
い
。

標
話
が
応
募
さ
れ
、
煕
選
の
ど
の
火

結
果
次
の
九
点
が
入
宜
し
た
ー
ー
ー
'
’
_
-
0
斐
は
莱
が
一
＝
枚
ぐ
ら
い
に

未
帰
還
者
新
井
玉
な
っ
た
ら
中
耕
除
草
と
安
ふ

一
位
三
B

牛
久
保
在
男

火
事
は
不
幸
の
お
と
し
穴
五
君
戦
死
す
＿
認
尉
i
t
[
]
』
五
謬

大
字
田
島
新
井
新
吉
古
男

二
位
一

A

新
井
一
之
舞
が
四
、
五
校
に
な
っ
た
ら

陸
軍
伍
長
新
井
石
ツ
里
君
に

火
は
悪
臨
は
終
戦
後
十
年
間
‘
末
儒
涅
ゥ
ネ
間
を
深
く
堀
り
起
し
て
‘

―
―
―
位
一A
多
田
ひ
ろ
み
者
と
し
て
消
應
不
明
と
な
っ
一
根
を
深
く
張
ら
せ
る
よ
う
に

人
が
わ
む
れ
ば
火
が
眼
を
さ
て
居

h

ま
し
た
が
、
こ
の
た
ー
し
ま
し
よ
う
。
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